
■発行　山形県東置賜郡川西町　　■編集　未来づくり課　
■ホームページ　http://www.town.kawanishi.yamagata.jp
〒 999-0193　山形県東置賜郡川西町大字上小松 1567　☎ 0238（42）2111　
■電子メール　koho@town.kawanishi.yamagata.jp　■印刷　株式会社ミキプロセス

町報かわにし
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令和元年１１月１５日

これからのメリットいっぱい！
マイナンバーカード を 作ろう
　マイナンバーカードは「身分証明書」として使えるだけでなく、本人であることを証明する「電子証明書」
が入っています。電子証明書の機能を活用し、今後は買い物や健康保険証に使用できるよう国が進めていま
す。これからのくらしを便利にしていくカードですので、ぜひ早めにご準備ください。

 ４つの申請方法

◆ 町 役 場 の 窓 口 で ◆ 自 宅 の パ ソ コ ン で◆ ス マ ー ト フ ォ ン で

デジカメなどで顔写真を撮影し、
申請用サイトに個人番号カード
交付申請書ＩＤを入力して申請
することができます。

◆ 郵 送 も で き ま す

「スマホやパソコンを使うのは
苦手」という方は、申請書に写
真を貼って申請することができ
ます。個人番号カード交付申請
書に写真を添付し氏名などを記
入のうえ、郵送で申請します。
【申請書送付先】
〒２１９－８７３２
　日本郵便株式会社 川崎東郵便局
　郵便私書箱第 2 号
　地方公共団体情報システム機構個
　人番号カード交付申請書受付セン
　ター

役場窓口にあるマイナポータル
専用端末でマイナンバーカード
の申請ができます。
個人番号カード交付申請書（通
知カードの下の部分）または運
転免許証など本人確認ができる
身分証明書を持参し窓口へお越
しください。
お一人につき２０分程かかりま
すので、時間に余裕を持ってお
越しください。
職員がお手伝いします！

スマートフォンのカメラで顔写
真を撮影し、個人番号カード交
付申請書のＱＲコードを読み
取って、簡単手軽に申請するこ
とができます。

 マイナンバーカードの「これから」  交付の際の注意点

令和２年度から（予定）

　地域の商店やインターネットで、ポイ
ントを利用して買い物ができるようにな
ります。
令和３年３月から（予定）

　健康保険証として利用できるようにな
ります。

▶個人番号カード交付申請書は、現在の住所、氏名、性
　別が記載されている最新のものが必要です。お持ちで
　ない方はお問い合わせください。
▶申請の約１か月後、自宅に受取りのご案内が届きます。
　必要な持ち物を確認のうえ、ご本人が役場にお越しく
　ださい。暗証番号を設定してお渡しします。
▶時間外受付、休日開庁日を設けています。必ずご予約
　のうえお越しください。

問町住民生活課　☎４２－６６１５

マイナちゃん

11
２０１９

№１１８６

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！

◆町公式フェイスブック◆おめかしして ハイチーズ♪
～ ルンルン子育て広場のハロウィン ～
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川西町の人口

15,032 人（＋ 2）
男　　　7,354 人（± 0 ）
女　　　7,678 人（＋ 2 ）
世帯数　5,067 世帯（＋ 5）

※ 10 月末日現在の住民基本台帳人口

【おめでとう そして ありがとう】は、
１０月に掲載の申し込みがあった方のみ
掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載しています
ので、戸籍や住民基本台帳の表記と異な
る場合があります。

… １０月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字

齋藤儀一郎 71 堀　金
江袋よその 90 黒　川
遠藤　　稔 69 尾長島
今野　柾雄 82 上小松
舩山マツヨ 90 下小松
小林　芳子 72 上小松
佐藤　勝子 87 上小松
髙橋四四三 91 上小松
淀野　文子 85 高　山
嵐田　　功 76 上小松
奥村オフジ 83 高豆　
長澤　とよ 97 玉　庭
戸野塚良子 94 上奥田
原田　たき 95 高　山
渡邉　せつ 91 下小松

新郎　　　　　　　新婦 大字

情野　武尊 ♥ 横澤　千夏 洲　島

氏名 性別 保護者 大字

山口　和
わ か

佳 女 康幸 ・ 磨奈 上小松

髙橋穂
ほ の か

乃果 女 義孝 ・ 香代 西大塚

勝見　衣
い と

都 女 嘉之 ・ 佳奈 下小松

舟山　詩
し お ん

恩 男 祐介 ・めぐみ中小松

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ４名

ご結婚おめでとう　１組

ご冥福を祈ります

編

　後
　集

　記

　10
月
12
日
22
時
過
ぎ
か
ら
明

け
方
ま
で
災
害
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

発
信
す
る
た
め
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ

と
に
ら
め
っ
こ
、
13
日
朝
に
は

浸
水
現
場
の
取
材
へ
。「
羽
越

水
害
で
も
浸
水
し
な
か
っ
た
の

に
」
と
戸
惑
い
を
顔
に
浮
か
べ

な
が
ら
下
黒
川
住
民
は
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
自
宅
が

被
災
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
気
丈

に
救
助
活
動
を
し
た
消
防
団
員

は
、
頼
も
し
い
の
一
言
に
尽
き

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
が
一

刻
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。〈
悠
〉

お詫び
　平成２４～３０年度の自治会長報酬について、所得税の源泉徴
収に誤りがありました。自治会長の皆様にお詫び申し上げますと
ともに、内容と対応についてお知らせします。

▶徴収誤りの内容
　自治会長報酬の源泉徴収税率は、平成２５年１月支払分（平成
２４年度分）に改正されました。東日本大震災の復興財源に伴い

「復興特別所得税」が創設され、現在、３．０６３％の税率となっ
ています。
　しかし、平成２４～２９年度の自治会長報酬について、源泉徴
収税率を１０．２１％に誤って源泉徴収していました。また、平
成３０年度分（平成３１年３月支払）の報酬は、税率の誤りはあ
りませんでしたが、支払い後に事務の点検や確認を行ったとこ
ろ、算出の方法に誤りがありました。

▶徴収誤りの対象者数と影響額
　徴収誤りがあった年度は、平成２４～３０年度の７年間です。
この間に自治会長を務めていただいた方（延べ１, ０９３人）の
うち、確定申告をされて所得税が確定されている方や源泉徴収額
に誤りがなかった方には影響はありませんが、２９５名の自治会
長に対して過大に源泉を徴収していました。過大に徴収していた
額は、７年間で１０８万４４５円です。

▶対象者への返金と対応
　町では、自治会長の負担にならないよう、国に対して過誤納額
を一括して還付請求を行いました。ただし、税の還付が、法定申
告期限から５年間が更生請求ができる期間と定められています。
このため、請求が時効となる平成２４年度分（１５万２２７０円）
は、町の予算により返金を行うことにしました。
　現在、対象となる自治会長の方々に対して、個別に訪問し返金
の手続きを進めています。

▶再発防止に向けて
　今回の誤りは、報酬税率の適用区分や解釈を錯誤したもので、
課内及び関係課での確認やチェック体制が不十分で、複数年にわ
たって誤りが継続されたものです。
　本件を受けて、町長及び副町長の給与削減及び関係職員の処分
を行うとともに、再発の防止に向けて、徴収税等に関わる職員研
修や事務決裁の確認体制を徹底し、職員一人ひとりが意識を高め
公正で信頼ある事務執行に努めてまいります。

（お問合せ）町まちづくり課　　電話　４２－６６１３
　10
月
６
日
に
発
生
し
、
12
～
13
日
に
上
陸

し
た
台
風
19
号
。
強
烈
な
暴
風
が
吹
い
た
ほ

か
、
非
常
に
強
い
雨
が
日
本
を
襲
い
、
関
東

甲
信
・
静
岡
県
・
新
潟
県
・
東
北
で
は
、
各

地
で
３・
６
・
12
・
24
時
間
の
降
水
量
が
観

測
史
上
１
位
を
更
新
す
る
な
ど
、
記
録
的
な

大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　豪
雨
に
伴
い
阿
武
隈
川
（
福
島
県
～
宮
城

県
）
や
千
曲
川
（
長
野
県
）
で
は
堤
防
が
決

壊
す
る
な
ど
、
全
国
で
河
川
の
氾
濫
が
相
次

ぎ
、
流
域
の
自
治
体
で
は
人
々
の
日
常
生
活

が
脅
か
さ
れ
ま
し
た
。

　川
西
町
で
も
凄
ま
じ
い
大
雨
に
よ
っ
て
河

川
や
水
路
が
氾
濫
し
、
生
活
道
路
の
冠
水
、

建
物
や
農
作
物
の
浸
水
、
農
地
に
堆
積
し
た

稲
わ
ら
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　幸
い
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

町
内
各
地
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
に
深
い
傷

跡
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

　あ
の
日
か
ら
１
か
月
以
上
経
っ
た
今
、
町

で
は
復
旧
に
力
を
尽
く
し
、
多
く
の
人
が
早

く
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
は
、
こ
の
経
験
を
よ
り
鮮
明

に
教
訓
と
し
て
未
来
の
防
災
に
活
か
せ
る
よ

う
、
被
害
の
状
況
や
災
害
対
応
に
つ
い
て
振

り
返
り
ま
す
。

　特集

台風19号の爪痕

①

②③④

町報かわにし　2令和元年11月15日 町報かわにし　30令和元年11月15日

みんなで
食 育

　これからの季節は、体を温めてくれるスープ
や鍋ものなどの汁物がおいしい季節です。汁物
は塩分が高くなりやすいため、減塩を心がけた
いメニューでもあります。
　もう少し味を足したいとき、塩気を加えるの
ではなく、風味付けに少量の油などで「コク」
を出すと、薄味の物足りなさを補ってくれます。
　ごま油やバターなどで風味付けするほか、牛
乳などの乳製品も味に深みを出してくれます。
油が入ると料理も冷めにくくもなり、寒い季節
にはおすすめです。

料理に

コクをプラス
さつま芋と紅大豆の
ミルクスープ

✿ 材料 ＜２人分＞
○さつま芋　１／４本（５０ｇ）
○紅大豆の水煮（または大豆の水煮）　５０ｇ
○玉ねぎ　　１／３個（５０ｇ）
○ウインナー　１本　　○油　　　　小さじ１
○水　　２００ｍｌ　　○コンソメ　小さじ１
○牛乳　１５０ｍｌ　　○こしょう　少々

✿ 作り方
①さつま芋と玉ねぎ、ウインナーは１㎝角に切る。
②鍋に油を入れ、玉ねぎとウインナー炒める。
　玉ねぎがしんなりしてきたら、さつま芋と紅大豆、
　水とコンソメを加えて５分程煮る。
③牛乳を加えて温まったら、こしょうをふる。

問町健康子育て課　☎４２－６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 219kcal　 塩分相当量 1.0 ｇ　野菜 75 ｇ )

営
業
時
間

　11月
：
９
時
30
分
～
18
時

　12
月
か
ら
：
10
時
～
18
時

お
知
ら
せ

　11月
の
定
休
日
：
11
月
27
日
㈬

　臨
時
休
業
日

　：
11
月
28
日
㈭

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

―　今月の表紙　―

　子育て支援センターで
行われた「ハロウィンを
楽しもう」。センター内
は町内外から訪れた多く
の親子で埋め尽くされ、
お母さん方は可愛く仮装
したちびっ子たちをスマ
ホで撮影していました。
魔女のようなマントや帽
子を身に付けた子どもた
ちは、まさに写真映えで
した。

　11
月
に
入
り
、
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
は
新

豆
が
続
々
入
荷
中
で
す
。

　様
々
な
種
類
の
豆
が
栽
培
さ
れ
て
い
る

川
西
町
で
す
が
、
今
回
取
材
に
伺
っ
た
島

津
陽
子
さ
ん
（
吉
田
）
の
畑
で
は
、
紅
大

豆
の
収
穫
作
業
の
真
っ
最
中
。
今
年
の
紅

大
豆
は
害
虫
の
被
害
も
少
な
く
、
収
穫
量

は
平
年
並
み
で
、
色
付
き
も
よ
く
鮮
や
か

な
「
紅
」
色
の
紅
大
豆
が
収
穫
で
き
た
と

の
こ
と
で
す
。

　煮
豆
な
ど
で
新
豆
の
紅
大
豆
を
味
わ
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　新
豆
が
出
荷
さ
れ
始
め
る
こ
の
時
期
は
、

紅
大
豆
や
秘
伝
豆
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
ん

な
種
類
の
豆
が
店
頭
に
並
び
ま
す
の
で
、

新豆の季節です

減塩のコツ！

ぜ
ひ
ご
来
店
い
た

だ
き
、「
豆
の
あ

る
ま
ち 
か
わ
に

し
」
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

【写真の説明】①県道南陽川西線の下
黒川交差点付近は１２日深夜から１３
日昼まで半日ほど冠水し、一時は腰の
高さまで水が上がった　②県道口田沢
川西線の大舟地域では路肩が欠損し、
一時全面通行止めに。現在も片側交互
通行となっている　③町道新町茨虫線
も冠水し、路肩がえぐられ危険な状態
に　④中程（玉庭）では法面が崩れて
電柱の根元があらわになった　⑤西
原（吉島）では１２日深夜ころ万福寺
川の水が上がり、農業機械が水浸しに
なったところも　⑥縁側より下にやっ
と水が引いて、朝方家の中の拭き取り
を始める下黒川（犬川）住民　⑦鬼神
川も内水が上がったことで大量の稲わ
らが押し寄せた　⑧吉島地区では収穫
前の大豆が浸水。町内で１０ha が被
害を受けた　⑨林道河原沢線の法面が
崩落し、進路が阻まれた　⑩牛の餌と
なる稲発酵粗飼料が水浸しになり、多
くが流され使えなくなった

■ 建物浸水（計８６棟）
　◇半壊１棟
　◇床上浸水　住　家：２７棟
　　　　　　　非住家：２３棟
　◇床下浸水　住　家：２６棟
　　　　　　　非住家：　９棟
■ 道路
　◇通行止路線
　・路面土砂流入：県道１路線
　・路肩法面崩落：県道１路線
　・道路冠水
　　　県道２路線、町道２路線
　◇被災路線：県道　２路線
　　　　　　　町道１０路線
　◇被災林道：１０路線

■ 河川　（欠壊）
　◇山口沢川：１３箇所
　◇黒川　　：　１箇所
　◇犬川　　：　５箇所
　◇高野沢川：　２箇所
■ 農地・農業用施設
　◇水田畦畔法面崩落
　　１０箇所
　◇水路土砂流入・道路法面崩落
　　　７箇所
■ 農作物（冠水）
　◇大豆：１０. ０ha
　◇野菜：０. ７７ha
　◇果樹：０. ２０ha　
　◇水稲：３０ｔ以上

町内の被害状況 11 月 8 日現在

⑤⑥

⑦

⑧⑨⑩
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はじめての　　　
バースデー　　　

たまやま りく くん かんの やまと くん

平成３０年
１１月誕生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介する
コーナーです。
　町が行う９・10 か月児健康教室に参加されたお子さ
んを広報担当が撮影し、誕生月に発行する町報かわに
しにお名前とともに掲載します。

　　　　

  

　

■ 

ガ
ー
ナ
の
は
な
し

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６１３
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　今
年
９
月
11
日
に
、
町
立
図

書
館
の
イ
ベ
ン
ト
「
夜
の
図
書

館
」
に
て
「
青
年
海
外
協
力
隊

Ｏ
Ｂ
が
語
る
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

だ
け
じ
ゃ
な
い
ガ
ー
ナ
の
話
」

と
題
し
て
、
私
が
見
て
き
た

ガ
ー
ナ
の
生
活
、
文
化
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　チョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
、
ガ
ー

ナ
と
聞
い
て
日
本
人
が
よ
く
思

い
浮
か
べ
る
も
の
か
ら
話
を
始

め
、
ガ
ー
ナ
で
亡
く
な
っ
た
野

口
英
世
に
つ
い
て
、
町
立
図
書

館
の
蔵
書
を
絡
め
つ
つ
紹
介
し

ま
し
た
。

　今回
は
主
に
ガ
ー
ナ
の
特
徴

的
な
文
化
、
食
生
活
や
土
を

使
っ
て
作
る
住
居
、
宗
教
や
国

民
性
な
ど
を
写
真
と
と
も
に
紹

介
し
ま
し
た
。

　短
い
時
間
で
し
た
が
、
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
、

ガ
ー
ナ
の
村
落
部
で
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
、
私
の
配
属
先

で
あ
っ
た
職
業
訓
練
校
や
、
パ

ソ
コ
ン
の
先
生
と
し
て
の
私
の

活
動
な
ど
、
今
回
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
も
語
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲民族衣装でトークする林俊宏隊員

林

　俊宏 

　
（
岐
阜
県
出
身
・
小
松
地
区
在
住
）

ささき もか ちゃん きくち りお ちゃん

子 育て支 援センターに新しい遊 具
　上小松のヘアサロンＢＬＵＥＭ（ブルーム）で行っている
音楽ライブでの募金を町に寄付いただき、町子育て支援セ
ンターに各種遊具を設置しました。
　遊具は、初めての乗り物体験に最適なトレーニングミ
ニバイクや２人乗りのワゴンカート、立ち乗り三輪スクー
ター、ミニシーソー、すべり台など、支援センターの広い
庭園や、冬場でも室内のホールでのびのびと遊べるものと
なっています。
　10/29にはさっそく子どもたちが新しい遊具に目を輝か
せ、楽しく遊んでいる姿がみられました。
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夜
通
し
の
水
防
・
救
助
活
動

　５
、６
年
前
の
豪
雨
で
千
松
寺
付
近
が
浸

水
し
た
の
で
、
ま
ず
は
第
３
分
団
全
員
で
長

堀
用
水
路
に
土
の
う
を
設
置
す
る
よ
う
指
示

を
し
ま
し
た
。

　地
区
内
の
河
川
を
巡
視
し
て
い
る
と
黒
川

の
水
位
が
か
な
り
危
険
に
な
っ
て
い
る
の
を

発
見
し
ま
し
た
。
浸
水
の
高
さ
は
み
る
み
る

上
昇
し
た
の
で
、
深
夜
に
下
黒
川
、
館
、
河

内
の
３
自
治
会
の
全
戸
を
手
分
け
し
て
回
り
、

避
難
す
る
よ
う
声
が
け
を
し
ま
し
た
が
、
水

害
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
「
避
難
」

と
い
う
考
え
自
体
が
住
民
に
十
分
浸
透
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　明
け
方
に
は
下
黒
川
一
帯
が
腰
の
上
ま
で

水
が
上
が
り
、
浸
水
の
た
め
夜
間
に
避
難
で

き
な
か
っ
た
お
年
寄
り
や
子
ど
も
が
い
た
の

で
、
８
時
こ
ろ
か
ら
ボ
ー
ド
で
救
助
に
向
か

い
、
３
時
間
ほ
ど
警
察
や
消
防
署
と
と
も
に

対
応
し
ま
し
た
。

う
ま
く
い
っ
た
部
分
と

こ
れ
か
ら
の
課
題

　団
員
一
人
ひ
と
り
が
地
元
を
守
ろ
う
と

い
う
使
命
感
を
持
っ
て
い
た
と
感
じ
ま

し
た
。
分
団
内
の
指
揮
命
令
系
統
が
ス

ム
ー
ズ
で
多
く
の
団
員
が
参
集
し
た
こ
と

や
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
数
々
の
役
割

を
分
担
し
実
行
に
移
せ
た
こ
と
、
そ
し
て

排
水
時
の
ポ
ン
プ
操
作
が
上
手
く
い
っ
た

こ
と
は
日
頃
の
鍛
練
の
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。
犬
川
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
所
有
の
ゴ

ム
ボ
ー
ト
を
用
い
て
救
助
活
動
を
し
た
こ

と
は
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
浸
水
し
た
黒
川
地
域
全
戸
に
避

難
の
声
が
け
を
し
た
際
に
黒
川
在
住
者
以

外
の
団
員
は
、
水
の
下
で
見
え
な
い
深
い

箇
所
な
ど
が
分
か
ら
ず
家
々
に
た
ど
り
着

く
ま
で
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
土
地
勘
を
付
け
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
、
消
防
団
員
が
い
な
い
自
治
会
を
無

く
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
川
西
消
防
署
や
団
員
同
士
で
や
り
取

り
す
る
無
線
が
繋
が
り
に
く
か
っ
た
の
で

携
帯
電
話
に
頼
っ
た
部
分
が
多
か
っ
た
で

す
。　な

か
な
か
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
の
で
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
い
つ

来
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

川西町消防団第３分団長
小倉 慎吾 さん（下小松）

　この経験を
未来の防災の
　　第一歩に

15
時
28
分

15
時
38
分

17
時
48
分

18
時
45
分

19
時
00
分

19
時
45
分

20
時
28
分

21
時
43
分

21
時
46
分

22
時
26
分

23
時
10
分

時
系
列
で
振
り
返
る
災
害
状
況

大
雨
警
報
が
発
令

町
総
務
課
が
警
戒
体
制
に
（
第

１
次
体
制
）

洪
水
警
報
が
発
令

災
害
対
策
連
絡
会
議
を
設
置

（
第
２
次
体
制
）

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
等
が

行
動
開
始

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令

消
防
団
待
機
命
令
、
以
降
分
団

ご
と
に
順
次
出
動

災
害
対
策
本
部
を
設
置
（
第
３

次
体
制
）

大
塚
・
犬
川
・
中
郡
・
吉
島
の

４
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

誕
生
川
が
避
難
判
断
水
位
を
超

え
る

４
地
区
の
緊
急
避
難
所
を
開
設

黒
川
が
避
難
判
断
水
位
を
超
え

る

10
月
12
日

１
時
19
分

１
時
49
分

２
時
45
分

高
豆

　地
内
で
10
数
棟
が
浸
水

国
か
ら
元
宿
川
水
門
閉
鎖
の
連

絡
、
川
沿
い
住
民
に
広
報
開
始

（
広
報
車
・
防
災
無
線
）

町
道
新
町
茨
虫
線
の
一
部
が
冠

水
で
通
行
止

10
月
13
日

▲ゴムボートで住民を避難させた第３分団員

町報かわにし　4令和元年11月15日

こそだてＮＡＶＩ

内容 対象 期日 受付時間 備考

ママ＆キッズ
エクササイズ教室

ひとり歩きするお子さん～就園
前のお子さんとお母さん 12/ 6 ㈮

13：30 開始
※開始時間５分前までお越し
　ください。

内容：親子で楽しく運動
申込：11/6 から受付開始
　　  （先着 20 名）

３歳６か月児健康診査 H28.5.21 ～ 7.10 生 12/13 ㈮ 13：15 ～ 13：30

ぴかぴか歯っぴい教室
① H29.12 生の２歳児
② H28.12、H29.6、H30.10 生
③ママ・パパになる方

12/19 ㈭
① 13：20 ～ 13：30
② 13：30 ～ 14：00
③ 13：50 ～ 14：00

歯科健診やフッ素塗布
（希望者 500 円）

すくすく赤ちゃん健康診査 R1.7.16 ～ 9.15 生 12/20 ㈮ 13：15 ～ 13：30

● 健康子育て課からのお知らせ

イベント 場所 期日 時間 備考

ルンルン子育て広場 子育て支援センター

11/26 ㈫

9：30 ～

大好き！小麦粉粘土

12/ 6 ㈮ 新聞紙で遊ぼう

12/18 ㈬ クリスマスコンサート

町立幼児施設の開放
美郷幼稚園 12/ 3 ㈫

10：00 ～ 11：00
北斗幼稚園 12/ 4 ㈬

● 子育て支援センター『こあら』からのお知らせ

問町健康子育て課　☎４２－６６４０

問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

▶会場：町生きがい交流館（上小松）

幼児ことばの相談室
　　▶対象：ことばに関する相談を希望する
　　　　　　保護者と就学前のお子さん
　　▶内容：言語聴覚士による相談対応
　　▶日時：12/16 ㈪　9：00～
　　▶申込：下記まで電話（完全予約制）
　　問町健康子育て課　☎４２－６６７１

子育て支援医療証を郵送します

▶今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：１１月２日～１２月１日
▶郵送日：１１月２２日㈮（予定）
問町住民生活課　☎４２－２１１４

離乳食教室
▶対　象
　妊婦さん、離乳食期のお子さんを持つ保護者の方
▶日　時：11/26 ㈫　9：30～（受付 9：15～）
▶場　所：町農村環境改善センター
▶内　容：離乳食のすすめ方のお話、調理実習、
　　　　　試食、個別相談
▶持ち物：エプロン、バンダナ、手拭用タオル、
　　　　　内履き、筆記用具
▶申込み：締切 11/19 ㈫　（定員 15名）
※託児希望の方は申込みの際にお申し出ください。
問町健康子育て課　☎４２－６６４０

こあらっこ広場（すくすく計測）

▶対象：妊婦さん、お子さんとお母さん
▶場所・日時
○子育て支援センター　11/27 ㈬　12/11 ㈬
　10：00～ 11：30
○生きがい交流館　12/6 ㈮
　15：00～ 16：00
　妊婦さんやお母さんどうしの
交流・情報交換、身体測定、育児
相談などができます。子育て支援
センター会場の日にはおむつアートをご用意します。
問町健康子育て課　☎４２－６６４０

町報かわにし　28令和元年11月15日

ボランティアのみなさん
ありがとうございます！

　日本赤十字社災害義援金を受付中
　台風１９号により被災された方々に対し心より
お見舞を申し上げますとともに、義援金を受付中
ですのでご協力をお願いします。義援金は日本赤
十字社を通して全国の被災地に届けられます。
▶受付期限：令和２年３月３１日まで
▶受付方法：役場住民生活課窓口付近に設置の募
　金箱による受付
▶その他：受領証が必要な方、被災地の県を指定
　される方は町福祉介護課までお越しください。
問町福祉介護課　☎４２－６６３５

　り災証明・被災証明を発行します
　自然災害による被害を受けた場合、公的支援や
保険請求の手続きには町が発行するり災証明書・
被災証明書が必要になります。
▶り災証明書
　現在お住まいの住宅の被害程度を、町職員が現
地調査を行ったうえで証明します。
▶被災証明書
　建物や家財、塀・門、車両、農機具など、具体
的な被災状況を写真とともに申告いただき、それ
を証明します。
▶その他
　詳細は町税務会計課にお問い合わせください。
問町税務会計課　☎４２－６６２４

　町では、１０月１６日～２０日にボラン
ティアセンターを開設し、町内外の意欲ある
ボランティアの方々を受け付け、被災された
１４世帯の家屋のごみ搬出や農地の稲わら撤
去をご支援いただきました。
　お仕事などでお忙しい中、実施日の４日間
で延べ８２人にご協力いただきました。
　本当にありがとうございました。

２
時
54
分

３
時
20
分

４
時
55
分

５
時
00
分

５
時
15
分

５
時
30
分

５
時
31
分

５
時
45
分

６
時
00
分

６
時
36
分

７
時
21
分

９
時
35
分

11
時
６
分

16
時
12
分

16
時
25
分

16
時
40
分

17
時
00
分

下
黒
川（
黒
川
）・館（
高
豆

　）

は
ひ
ざ
下
ま
で
浸
水

河
内
橋
～
県
道
南
陽
川
西
線
間

冠
水

町
道
西
原
中
三
ツ
井
線
が
冠
水

で
通
行
止

西
原
（
吉
田
）
が
浸
水

坂
町
（
堀
金
）
が
浸
水

緊
急
避
難
所
へ
の
避
難
者
数
が

最
大
の
２
８
４
人
に

強
風
警
報
か
ら
強
風
注
意
報
に

切
り
替
え

日
の
出
と
と
も
に
被
害
の
全
容

が
明
ら
か
に

中
郡
緊
急
避
難
所
を
解
除

大
塚
緊
急
避
難
所
を
解
除

町
道
河
内
館
線
が
冠
水
で
通
行

止置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
が
取
り
残
さ
れ
た
下
黒
川

住
民
10
数
人
の
ボ
ー
ト
救
出
開

始西
原
（
吉
島
）
で
も
住
民
２
人

を
ボ
ー
ト
救
出

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
解
除

洪
水
警
報
か
ら
洪
水
注
意
報
に

切
り
替
え

大
雨
警
報
か
ら
大
雨
注
意
報
に

切
り
替
え

山
口
沢
川
の
決
壊
箇
所
を
発
見

犬
川
・
吉
島
緊
急
避
難
所
を
解

除避
難
勧
告
を
解
除

▲浸水した家財を外に出すボランティアのみなさん

台風１９号被害の支援事業などの最新情報は、来月以降
の町報かわにしや町ホームページでお知らせしますので、
そちらをご確認ください。

▲埋蔵文化財資料展示館跡地に災害ごみを集積した

▲浸水箇所には消毒のため消石灰を配布した

5　町報かわにし 令和元年11月15日



福 祉 と 介 護 の ひ ろ ば

　冬
場
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
灯
油
購

入
費
用
を
一
部
助
成
す
る「
福
祉
灯
油
券
」

を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

　町
内
に
居
住
し
、
平
成
31
年
度
住
民
税

が
全
員
非
課
税
で
左
記
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
該
当
す
る
世
帯

①
高
齢
者
世
帯

　・
満
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
障
が
い
者
世
帯
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　当
す
る
世
帯
）

　・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持
し
て

　
　い
る
方
が
同
居

　・
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方
が

　
　同
居

　・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

　
　所
持
し
て
い
る
方
が
同
居

③
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
次
の
い
ず
れ
か
に

　該
当
す
る
世
帯
）

　・
対
象
児
童
（
18
歳
に
到
達
し
た
日
以

　
　降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
方
）

　
　と
そ
の
父
ま
た
は
母
の
ど
ち
ら
か
で

　
　構
成
さ
れ
る
世
帯

　・
両
親
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
等
の

　
　理
由
に
よ
り
対
象
児
童
を
扶
養
し
て

　
　い
る
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
、
該
当
者
が
社
会
福
祉

　施
設
等
に
入
所
、
入
院
中
の
場
合
は
対

　象
外

灯
油
購
入
費
用
を
５
千
円
分
助
成
し
ま
す

▼
助
成
内
容

　１
世
帯
あ
た
り
５
千
円
分
の
福
祉
灯
油

券
を
支
給

▼
利
用
可
能
店
舗

　町
内
の
石
油
組
合
加
盟
店
と
ジ
ェ
イ
エ

イ
サ
ー
ビ
ス
お
き
た
ま
給
油
所

▼
申
請
方
法

　対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、

町
福
祉
介
護
課
へ
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す

る
か
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
灯
油
券
の
利
用
期
間

　令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な
く
な
り

　ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
町
福
祉
介
護
課
　☎

42
ー
６
６
３
５

▼
日
時
：
12
月
１
日
㈰
　10
時
～
正
午

▼
会
場
：
町
中
央
公
民
館

▼
内
容

【
第
１
部
】

　脳
が
よ
ろ
こ
ぶ
！
笑
顔
が
う
ま
れ
る
！

　シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
体
操

認
知
症
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

【
第
２
部
】
認
知
症
対
策
事
業
に
つ
い
て

　①
国
に
お
け
る
認
知
症
の
取
り
組
み

　②
川
西
町
の
認
知
症
対
策
事
業
の
紹
介

【
第
３
部
】
講
演

　演
題
：
認
知
症
の
診
断
・
治
療
・
予
防

　
　
　
　に
つ
い
て

　講
師
：
公
立
置
賜
総
合
病
院
医
療
連
携

　
　
　
　副
部
長
兼
医
長
（
精
神
科
）

　
　
　
　鈴
木 

春
芳 

氏

▼
参
加
料
：
無
料

▼
参
加
申
込
：
左
記
ま
で
電
話
く
だ
さ
い
。

問
南
陽
市
東
置
賜
郡
医
師
会
事
務
局

☎
43
ー
４
４
１
４

参
加
者
募
集
中
！

　３
か
月
以
内
で
目
標
歩
数
達
成
（
40
万

歩
ま
た
は
60
万
歩
）
を
目
指
す
事
業
で
す
。

10
月
末
現
在
の
参
加
者
は
延
62
名
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
事
業 

楽ら
く
し
ょ
う
け
ん
ぽ

笑
健
歩

目
標
達
成
者
を
紹
介
し
ま
す

佐
竹
和
男
さ
ん
、
黒
澤
雄
一
さ
ん
、
後
藤

し
づ
ゑ
さ
ん
、
吉
水
裕
子
さ
ん
、
多
田
謙

吉
さ
ん
、
山
口
誠
さ
ん
、
鈴
木
雅
典
さ
ん
、

齋
藤
研
介
さ
ん 

他
21
名

問
町
健
康
子
育
て
課

☎
42
ー
６
６
４
０

町
商
工
会
青
年
部
の
取
り
組
み

　川
西
町
商
工
会
青
年
部
（
舩
山
宏
和
部

長
）
の
み
な
さ
ん
に
今
年
６
～
９
月
の
間

歩
数
計
を
付
け
て
歩
数
を
記
録
い
た
だ
く

取
り
組
み
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「一
日
の
平
均
歩
数
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
歩
数
計
を
持
ち
歩
く
の
が
習
慣

に
な
っ
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　働
き
盛
り
世
代
は
忙
し
く
、
健
康
づ
く

り
は
後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
取

り
組
み
の
よ
う
に
、
歩
数
を
測
る
こ
と
か

ら
健
康
づ
く
り
を
ぜ
ひ
始
め
ま
し
ょ
う
。
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令和元年度 川西町民表彰

　１１月３日、町議場で令和元年度町民表彰式典を行いました。
　町では、昭和５０年制定の「川西町表彰条例」、昭和５６年制定の「川西町長堀堰農業振興基金条例」、平成
２７年制定の「川西町商工業経営近代化育成基金条例」に基づく表彰を行い、それぞれの分野でご活躍された９
名に表彰状と記念品を贈呈しました。
　受賞者を代表して佐々木賢一さんが「同僚議員と議会改革に取り組んだことを誇りに思いますし、２８年間も
議員として働くことができたのは町民のおかげです。」と謝辞を述べられました。
　受賞された皆さん、おめでとうございます。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

佐々木 賢一 さん（上奥田）

　平成３年の初当選以来７期２８
年間の長きにわたり、町議会議員
として地方自治の振興発展に貢献
されました。
　議長、副議長を歴任され議会権
能の高揚と議会運営の円滑化に尽
力されました。また、議会だより
編集に携わる委員長として、町村
議会広報全国コンクールにおいて
平成２６年、２７年には最優秀賞
を受賞するなど、広聴広報活動の
充実に努められました。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

金子 一郎 さん（西大塚）

　平成３年の初当選以来７期２８
年間の長きにわたり、町議会議員
として地方自治の振興発展に貢献
されました。
　議長、副議長を歴任され議会権
能の高揚と議会運営の円滑化に尽
力されました。また、置賜地方町
村議会議長会副会長を務められ、
町村議長会の発展にも寄与された
ほか、新庁舎整備特別委員会委員
長として、新庁舎建設に向けたと
りまとめや調整に努められました。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

齋藤 修一 さん（吉田）

　平成７年の初当選以来６期２４
年間の長きにわたり、町議会議員
として地方自治の振興発展に貢献
されました。
　議長、副議長を歴任され議会権
能の高揚と議会運営の円滑化に尽
力されました。また、監査委員と
して指導に重点を置いた監査の実
施に努められたほか、置賜地方町
村議会議長会会長・山形県町村議
会議長会会長を務められ、町村議
長会の発展にも寄与されました。

町報かわにし　6令和元年11月15日

健 康 ひ ろ ば

●南陽東置賜休日診療所
　住　　所：南陽市椚塚４２０－７
　電　　話：４０－３４５６
　診 療 日：日曜日・祝祭日
　時　　間：８：４５～１１：４５
　　　　　　１３：００～１６：３０
　診療科目：主に内科、小児科

このページの内容に関する問い合わせ先　町健康子育て課　☎４２－６６４０

歯科休日当番医
時間：午前９時～午後３時
期日 担当歯科医院 電話番号
11/17 足立歯科医院（米沢） 23-4182
11/23 高橋歯科医院（南陽） 47-6222
11/24 林歯科医院（米沢） 22-8148
12/ 1 桜井歯科医院（南陽） 43-2125
12/ 8 りんせんじ歯科（米沢） 21-6487
12/15 板垣歯科クリニック（南陽） 50-3348

休日診療所

健康づくりセミナー
　▶日　時：１２月５日㈭　１３：３０～
　▶場　所：町農村環境改善センター
　▶テーマ：どうしてこわいの？高血圧と糖尿病
　▶内　容：男性運動教室の活動事例紹介
　　　　　　安日クリニック（南陽市）院長の講演
　▶参加料：無料
　▶申　込：１２月４日㈬までお電話ください

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★

▶風邪などの日常的な病気の
ときはかかりつけ医を受診し、
高度な治療が必要な病気のと
きはかかりつけ医に適切な病
院を紹介してもらいましょう。
▶その際、かかりつけ医の診
療情報を持参しましょう。

ときはかかりつけ医を受診し、

院を紹介してもらいましょう。

　今
年
度
の
町
の
検
診
日
程
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
下
表
の
と
お
り
追
加
検
診
日
を

設
け
ま
す
。

　各
種
検
診
を
ま
だ
受
け
て
な
い
方
は
こ

の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
：
南
陽
検
診
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物
：
健
康
診
断
の
ご
案
内
、
問
診

　票
２
枚
、
検
診
料
金
、
健
康
保
険
証
、

　検
体
（
検
尿
・
検
便
用
）、
無
料
ク
ー

　ポ
ン
券
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

▼
申
込
方
法
：
町
健
康
子
育
て
課
ま
で
お

　早
め
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
は
、

　令
和
２
年
２
月
29
日
ま
で
個
別
医
療
機

　関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
に

　直
接
ご
予
約
の
う
え
、
お
受
け
く
だ
さ

　い
。 検

診
日
程
を
追
加
し
ま
す

検　診　項　目

期日・定員・受付時間
12/16 ㈪・12/17 ㈫ 来年 1/20 ㈪・1/21 ㈫

各 40名ずつ 各 20名ずつ
①総合健診
　・特定健診（国民健康保険加入者）
　・がん検診（胃がん、大腸がん、呼吸器検診等）
　・肝炎ウイルス検診等

8：30～ 9：00

②国保人間ドック （男性）7：15～ 7：45
（女性）6：45～ 7：15

7：00～ 7：30
③子宮頸がん検診・乳がん検診 6：45～ 7：15

今
年
度
、
検
診
を
受
け
ら
れ
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
！
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川西町表彰条例表彰
地方自治功労

髙梨 勇吉 さん（上小松）

　平成７年の初当選以来６期２４
年間の長きにわたり、町議会議員
として地方自治の振興発展に貢献
されました。
　副議長、産業建設常任委員会委
員長、予算特別委員会委員長など
を歴任され、議会権能の高揚と議
会運営の円滑化に尽力されました。
また監査委員として、公正で合理
的な行政運営確保と効率的な行財
政執行のため、指導に重点を置い
た監査実施に努められました。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

遠藤 章一 さん（黒川）

　平成１９年の初当選以来３期
１２年間の長きにわたり、町議会
議員として地方自治の振興発展に
貢献されました。
　副議長、産業厚生常任委員会委
員長、総務文教常任委員会委員長、
議会運営委員会委員長などの要職
を歴任され、持ち前の手腕を十分
に発揮されて、議会権能の高揚と
議会運営の円滑化に尽力されまし
た。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

斉藤 智志 さん（小松）

　平成１９年の初当選以来３期
１２年間の長きにわたり、町議会
議員として地方自治の振興発展に
貢献されました。
　産業厚生常任委員会委員長、総
務文教常任委員会委員長、置賜広
域病院組合議会議員、議会運営委
員会委員長などの要職を歴任され、
持ち前の手腕を十分に発揮されて
議会権能の高揚と議会運営の円滑
化に尽力されました。

川西町長堀堰農業振興基金条例表彰
川西町長堀堰農業賞

川西町紅大豆生産研究会
　平成１８年５月に町内の伝統的
な家庭料理の食材として利用され
ていた「赤豆」を復活させるべく
立ち上げた団体で、生産・ＰＲ活
動に取り組んでこられました。
　平成２１年に「紅大豆」を守り
育てていくため商標登録を行い品
質保証と消費拡大に取り組まれ、
町の特産品づくりに貢献するとと
もに、紅大豆の生産振興をけん引
するなど、本町農業の振興発展に
寄与されました。

川西町長堀堰農業振興基金条例表彰
川西町長堀堰農業賞

髙橋 敬一 さん（吉田）

　昭和４４年に就農し、これまで
米・酪農等複合経営に取り組んで
こられました。
　水田経営では吉島地区農業振興
対策協議会会長を、酪農経営では
川西町酪農振興協議会会長、ＪＡ
山形おきたま酪農振興会会長、東
北生乳販売農業協同組合連合会生
乳受託販売委員山形県代表を務め
られ、乳価安定や酪農農家のレベ
ルアップを図り、本町農業の振興
発展に寄与されました。

川西町商工業経営近代化育成基金
条例表彰　　川西町商工業振興賞

齋藤 隆則 さん（上小松）

　有限会社肉の斎藤二代目代表取
締役として、良質な食肉を販売し、
お食事処味斎では焼肉、すき焼き
などの肉料理を提供し素材の良さ
と味を求めて日々精進なされ、商
品開発では「米沢牛のミルフィー
ユ」が全国食肉惣菜コンテストで
優勝、「牛賜」は見事に農林水産
大臣賞を受賞しました。
　また川西商業協同組合の二代目
理事長として地域経済活性化と本
町商工業の発展に寄与されました。

令和元年度 川西町民表彰
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

台
風
19
号
を
教
訓
に

　立
冬
を
迎
え
、
午
後
４
時
半
に
は
日
が

沈
み
、
交
通
事
故
が
最
も
心
配
さ
れ
る
時

期
で
す
。
運
転
手
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
前
方
に
注
意
し
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
や
自
転
車
は
夜
光
反
射
材
な
ど
運

転
手
に
よ
く
見
え
る
も
の
を
身
に
着
け
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

　11
月
３
日
、
町
民
表
彰
式
典
に
お
い
て

地
方
自
治
功
労
者
６
名
、
長
堀
堰
農
業
賞

１
団
体
１
名
、
商
工
業
振
興
賞
１
名
が
晴

れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

藍
綬
褒
章
を
１
名
、
瑞
宝
単
光
章
を
２
名

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
は
卓
越
し
た

ご
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
町
発
展

の
た
め
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　先
月
、
台
風
19
号
に
よ
り
日
本
列
島
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
、
本
町
に
お
い
て
も

下
黒
川
、
吉
島
西
原
を
中
心
に
床
上
・
床

下
浸
水
、
町
道
林
道
の
欠
損
、
河
川
の
決

壊
、
農
作
物
の
冠
水
や
稲
わ
ら
の
堆
積
な

ど
予
想
以
上
の
被
害
に
な
り
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
町
は
大
雨
洪
水
警
報
が
発

令
さ
れ
る
と
と
も
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
、
避
難
勧
告
を
発
令
し
避
難
所
の
設
置

や
水
防
団
へ
出
動
を
要
請
、
町
民
の
安
全

確
保
に
当
た
り
ま
し
た
。
最
上
川
の
水
位

は
氾
濫
危
険
水
位
に
上
昇
、
国
か
ら
元
宿

川
の
水
門
を
閉
鎖
す
る
と
連
絡
が
あ
り
、

避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
幸
い
人
命
に

か
か
わ
る
被
害
は
な
く
、
協
力
い
た
だ
い

た
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
多
く
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
回
は
様
々
な
課
題
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
米
沢
市
や
高
畠
町
に
比
べ
半
分

程
度
の
雨
量
に
関
わ
ら
ず
、
最
上
川
の
増

水
に
よ
っ
て
支
流
の
流
下
が
滞
り
浸
水
が

発
生
し
ま
し
た
。
河
川
の
河
床
が
上
が
り

支
障
木
の
影
響
で
流
下
能
力
が
低
下
し
て

い
ま
す
。
町
の
災
害
対
策
本
部
で
は
、
的

確
な
情
報
収
集
、
避
難
所
設
置
な
ど
初
動

体
制
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
洪

水
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
所
の
見
直

し
も
必
要
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
し

ま
す
。
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
を

取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
応
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

こ
の
資
料
は
町
埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館
（
町
交
流
館
あ
い
ぱ
る
内
）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　問
町
生
涯
学
習
課
　☎
44
ー
２
８
４
３

  

墳
丘
調
査
図

な
発
掘
調
査
を
経
て
、
４
世
紀
か

ら
６
世
紀
に
か
け
て
築
か
れ
た
古

墳
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　調
査
図
に
記
さ
れ
て
い
る
墳
丘

の
な
か
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
中
心
に
記

さ
れ
て
い
る
「
舞
台
山
」
は
、
今

日
小
森
山
支
群
と
し
て
多
く
の
人

が
訪
れ
る
、
町
を
代
表
す
る
貴
重

な
文
化
財
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
先
人
の
長
き
に

わ
た
る
研
究
の
軌
跡
と
熱
い
思
い

が
感
じ
ら
れ
る
、
下
小
松
古
墳
群

は
じ
ま
り
の
資
料
で
す
。

▲310㎝× 172㎝の調査図（部分）

　こ
の
資
料
は
、
犬
川
小
学
校

の
訓
導
を
務
め
た
後
藤
忠
恕
氏

が
、
昭
和
６
年
か
ら
同
23
年
に
か

け
て
下
小
松
丘
陵
一
帯
を
踏
査
し
、

２
０
０
基
以
上
も
の
人
工
的
に
土

を
盛
っ
た
塚
の
分
布
を
記
し
た
字

切
図
で
す
。

　こ
の
調
査
図
の
範
囲
内
で
は
、

中
世
の
も
の
と
み
ら
れ
る
須
恵
器

系
の
甕
や
壺
、
火
葬
墓
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
小

松
の
塚
も
中
世
の
墳
墓
群
だ
ろ
う

と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、
近
隣

の
地
域
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ
り

稲
荷
森
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
や

天
神
森
古
墳
（
前
方
後
方
墳
）
が

確
認
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
58

年
に
こ
の
調
査
図
を
も
と
に
町
が

踏
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
塚

の
な
か
に
鍵
穴
型
を
な
す
も
の
15

基
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
後
10
年
以
上
に
わ
た
る
本
格
的

秋
の
褒
章  

藍
綬
褒
章

長
岡 

弘
一
さ
ん
（
玉
庭
）

　

昭
和
55
年
、
町
消
防
団
に
入
団
し
、
消

防
活
動
に
情
熱
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　第
５
分
団
長
を
経
て
平
成
17
年
、
副
団

長
に
就
任
し
、
団
長
を
補
佐
し
消
防
団

ラ
ッ
パ
隊
や
女
性
消
防
団
の
充
実
強
化
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

　消
防
団
員
の
勧
誘
困
難
な
地
域
や
未
組

織
地
区
の
解
消
に
向
け
、
町
内
唯
一
消
防

団
未
結
成
の
地
区
で
あ
っ
た
小
松
地
区
北

区
の
住
民
に
対
し
幾
度
と
な
く
懇
談
会
を

開
き
、
住
民
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
団
員

の
勧
誘
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
平
成
25

年
念
願
の
新
た
な
班
を
見
事
結
成
さ
せ
ま

し
た
。

　団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
に
よ
っ
て
町

外
勤
務
者
が
多
く
な
り
、
日
中
不
在
に
よ

る
初
動
体
制
の
遅
れ
を
来
す
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
平
成
18
年
度
に
設
立
さ
れ
た
消

防
団
員
日
中
不
在
対
策
委
員
会
で
は
、
ポ

ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
災
害

出
動
体
制
の
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
初
動
体

制
の
確
立
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
内
の
消
防
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、

小
型
ポ
ン
プ
か
ら
機
動
力
の
あ
る
小
型
動

川
西
町
消
防
団
副
団
長

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲  

瑞
宝
単
光
章

佐
藤 

小
二
郎 

さ
ん
（
上
小
松
）

　昭
和
44
年
、
川
西
町
消
防
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
消
防
士
と
し
て
持
ち
前
の
行

動
力
を
発
揮
し
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
４
年
庶
務
係
長
に
就
任
し
、
消
防

団
ラ
ッ
パ
隊
や
女
性
消
防
団
の
育
成
に
も

力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
、
署
長

補
佐
に
就
任
し
署
の
当
直
責
任
者
と
し
て

職
員
相
互
の
融
和
を
大
切
に
し
、
指
揮
監

督
を
し
な
が
ら
署
体
制
の
確
立
と
資
質
の

向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲  

瑞
宝
単
光
章

遠
藤 

信
幸 

さ
ん
（
上
小
松
）

　昭
和
55
年
に
法
務
事
務
官
看
守
と
し
て

盛
岡
少
年
刑
務
所
に
採
用
さ
れ
、
平
成
８

年
に
看
守
部
長
、
平
成
21
年
に
副
看
守
長

に
昇
進
さ
れ
ま
し
た
。

　刑
事
被
告
人
を
主
に
収
容
す
る
山
形
刑

務
所
米
沢
拘
置
支
所
に
勤
務
し
た
際
は
、

収
容
棟
担
当
と
し
て
巡
回
視
察
を
お
ろ
そ

か
に
す
る
こ
と
な
く
精
励
さ
れ
、
極
度
の

緊
張
を
強
い
ら
れ
る
中
、
確
実
な
身
柄
の

保
持
と
罪
証
隠
滅
の
防
止
に
努
め
、
厳
正

な
刑
事
裁
判
の
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
の
導

入
を
積
極
的

に
推
し
進
め

る
な
ど
、
消

防
力
の
向
上

に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

 
令
和
元
年
秋
の
褒
章
等

　
　
受
章
者
の
ご
紹
介

町報かわにし　8令和元年11月15日 町報かわにし　24令和元年11月15日

10/12 か わ に し 産 業 フ ェ ア 2019

味わうかわにしの産業の魅力
　町の農業や商工業など「産業」が集結したかわ
にし産業フェアには約 1,500 人が来場しました。
　悪天候のためすべて屋内で行われたフェアでは、
１６社が出展した企業展、力作ぞろいの絵画コン
クール作品展、ステージイベントをその目で楽し
む方、木材で巣箱を手づくりするＤＩＹ体験を夢
中で楽しむ方などでにぎわいました。小松小学校
体育館でのプロレスも大迫力でした。

11/2,3 川 西 町 芸 術 文 化 祭

プラザで堪能する芸術の秋
　毎年恒例で町芸術文化協会が主催するこのイベ
ントは、１８団体が出演するステージ公演や絵画・
写真などの展示を楽しめる町の芸術の祭典です。
　公演では置賜農業高校演劇部が登場すると、若
さ溢れるダンスと元気な掛け声の圧巻のステージ
を見せ、会場は大きな拍手に包まれていました。
また会場内には呈茶スペースが設けられ、裏千家
茶道愛好会が点てたお茶を来場者が味わいました。

【写真の説明】①親子で巣箱をつくるＤＩＹ体
験　②町中央公民館でのダリアアレンジメン
ト　③小松小体育館での「んめもんプロレス」
④企業展には１６社が出展　⑤小松小駐車場
に置農生などが軽食を販売

①②

③

④

⑤

①

⑤

【写真の説明】①日本舞踊川西藤波会の公演
「ほおずき」　②町民写真展の作品に見入る来
場者③呈茶席では裏千家茶道愛好会の方々が
おもてなし　④川西吟友会のみなさん　⑤若
さ溢れるダンスを披露する置賜農業高校演劇
部のみなさん②

④③

9　町報かわにし 令和元年11月15日



ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談

（こころ・ひきこもりの相談含む）
12/9 ㈪・12/23 ㈪
８：３０～１７：１５ 町健康子育て課 町健康子育て課

☎ ４２－６６４０
人権なんでも
相談所

12/4 ㈬
１３：３０～１６：００ 町生きがい交流館 町住民生活課

☎ ４２－６６１６
弁護士
消費生活相談

12/11 ㈬
１４：００～１６：００

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 12/18 ㈬
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談 毎週水曜日
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
１８：００～２０：００

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

◆１２月の無料相談

１１月の町税等
●固定資産税・都市計画税（４期）
●国民健康保険税　　　　（５期）
●介護保険料　　　　　　（５期）
●後期高齢者医療保険料　（５期）
●上下水道使用料（１０月使用分）
　口座振替日　１１月２８日㈭
　納付期限　　１２月　２日㈪

　置賜各地で伝統芸能などの文化
活動に取り組んでいる子どもたち
が一堂に会し、日頃の練習の成果
を披露します。本町からは児童合
唱団キッズコーラスクローバーが
出演します。舞台上での、子ども
たちの一生懸命な姿をぜひご覧く
ださい。入場無料です。
▶日時：１１月３０日㈯
　　　　１３：３０～
▶場所
　飯豊町町民総合センターあ～す
▶出演団体：置賜３市５町より各
　１団体の計８団体
問置賜文化フォーラム事務局
☎２６－６０２１

置賜こども芸術祭２０１９
舞台芸術部門

▶名称：県営舘之北アパート
▶部屋数：８畳、６畳、４．５畳
▶戸数：１戸（４階）
▶家賃：19,300 ～ 38,000 円
▶区分：一般用（単身可）
▶優遇措置：有
▶募集日時
　１２月２日㈪～６日㈮
　１０：００～１７：００
▶入居時期：来年２月上旬
問㈱西王不動産置賜事務所
☎２４－２３３２

県営住宅入居者を募集

　 今月の 新庁舎 工事状況
　庁舎棟、車庫・エネルギー棟、防
災倉庫棟の基礎部分のコンクリート
打設が 10 月末で完了し、11 月から
は基礎部分の土の埋戻しを行ってい
ます。埋戻し完了後は庁舎棟躯体工
事に向けた準備を進めています、
　工事車両の出入りなど交通安全に
は十分留意して工事を進めますので、
ご理解とご協力をお願いします。
問町政策推進課　☎４２－６６０４ ▲上空から見た建設地

― 町報 10 月号環境クロスワード ―
▶答え
ごみを減らし町のケイカンを美しく

▶当選者：嶋貫 貞雄さん（上小松）
　次回の環境クロスワードは、町報
12 月号を予定しています。

　町女性防火クラブ主催の防火防
災講習会が１０月２４日に行われ
ました。
　今年は町女性団体連絡協議会と
町赤十字奉仕団からも参加があり
約３０人が川西消防署員から防火
や応急処置について学びました。
　参加者たちは防火・防災に関す
る講義を受けた後、心臓マッサー
ジなどの一時救命処置や消火器の
扱い方を体験し、いざというとき
の対応について理解を深めました。

いざというときに備えて
防火防災講習会を開催

　１０月１９日に町民生活安全推
進大会が開催され、町民一丸と
なって犯罪・暴力・交通事故のな
い「安全安心なまち川西」を築い
ていくことが宣言されました。
　大会では、生活安全・交通安全
功労者や防犯ポスター・標語、防
火ポスター入選者の表彰が行われ
たほか、川西中３年生２人による

「少年の主張」の発表、さらに劇
団「菜の花座」オリジナルの防犯
演劇が上演されました。

町民生活安全推進大会を
開催しました

▲心臓マッサージなどの一時救命処置を体験▲川中生が少年の主張を発表した
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ

～
か
わ
に
し
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
～

　平
成
30
年
度
町
２
分
の
３
成
人
式
に
関
わ

っ
た
昭
和
62
、63
年
生
ま
れ
の
若
者
た
ち
が
、

置
賜
公
園
に
「
三
十
路
桜
」
と
称
し
た
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
５
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　「生
ま
れ
育
っ
た
町
に
恩
返
し
が
し
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
今
後
も
み
ん
な
で
集
え
る

場
所
を
つ
く
ろ
う
と
実
行
委
員
会
（
嶋
貫
諭

委
員
長
）
が
企
画
。
今
年
１
月
に
開
催
さ
れ

た
式
の
参
加
者
に
寄
付
を
呼
び
か
け
、
若
木

の
購
入
に
充
て
ま
し
た
。

　植
樹
式
で
は
、
同
級
生
と
子
ど
も
た
ち
な

ど
約
40
人
が
和
気
あ
い
あ
い
と
若
木
に
土
を

盛
り
、桜
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　こ
の
交
流
会
は
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
川
西

ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
大
人
だ
け
で

な
く
子
ど
も
に
も
の
び
の
び
と
遊
ん
で
も
ら

お
う
と
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

秋
晴
れ
の
中
、
町
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
５

歳
児
ら
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
、
段
ボ
ー
ル
で
で
き
た
手

づ
く
り
ク
ラ
ブ
で
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
思
い

思
い
の
フ
ォ
ー
ム
で
打
ち
、
コ
ー
ス
を
駆
け

ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
何
度
も
打
っ
て
た
ど

り
着
い
た
グ
リ
ー
ン
で
は
、
カ
ッ
プ
に
ボ
ー

ル
が
入
る
と
飛
び
跳
ね
て
喜
ぶ
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

▲手づくりクラブでナイスショット！

桜
を
植
え
て 

ふ
る
さ
と
へ
の
恩
返
し

～
「
三
十
路
桜
」
を
置
賜
公
園
に
植
樹
～

▲桜の若木に土を盛っていく親子

　町
の
花
ダ
リ
ヤ
の
最
盛
期
に
、
音
楽
を
通

し
て
町
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
「
ダ
リ
ヤ

フ
ェ
ス
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　10
年
以
上
前
か
ら
上
小
松
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
Ｍ
（
ブ
ル
ー
ム
）
で
毎
月
満
月
の

夜
に
行
わ
れ
る
「
満
月
ラ
イ
ブ
」
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会
が
町
補
助
金

を
活
用
し
企
画
。
置
賜
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
11
組
の
出
演
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
多

く
の
来
場
者
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
会
場
で
集
ま
っ
た
募
金
を
台
風
19

号
災
害
の
復
旧
の
た
め
町
に
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲「吉村美和子と郷野結」のパフォーマンス

ダ
リ
ア
の
見
頃
に
音
楽
フ
ェ
ス

～
ダ
リ
ヤ
フ
ェ
ス
を
初
め
て
開
催
～

　本
町
特
産
の
紅
大
豆
を
用
い
た
カ
ゴ
メ
㈱

商
品『
農
園
応
援「
山
形
か
わ
に
し
紅
大
豆
」』

の
購
入
者
を
対
象
と
す
る
交
流
ツ
ア
ー
が
10

月
25
～
26
日
に
行
わ
れ
、
関
東
圏
な
ど
か
ら

７
～
80
歳
の
27
人
が
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　東
沢
地
区
を
主
会
場
に
、
参
加
者
が
町
民

と
触
れ
合
い
な
が
ら
紅
大
豆
の
収
穫
や
味
噌

づ
く
り
を
体
験
し
た
ほ
か
、
山
形
の
郷
土
料

理
を
味
わ
い
ま
し
た
。
収
穫
体
験
で
は
登
坂

賢
治
さ
ん
（
農
事
組
合
法
人
夢
里
）
の
協
力

の
も
と
、
畑
か
ら
株
ご
と
掘
り
起
こ
し
、
足

踏
み
脱
穀
機
に
か
け
大
豆
を
脱
穀
す
る
作
業

を
通
し
、
農
の
文
化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

10/14

紅
大
豆
を
縁
に 

川
西
町
と
出
会
う

～
株
式
会
社
カ
ゴ
メ 
現
地
交
流
ツ
ア
ー
～

▲昔ながらの足踏み脱穀機を体験する参加者

10/25

10/2610/28
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　最近「不用品の回収・処分を請
け負います」などと記載したチラ
シの配布や、拡声器で案内しなが
ら軽トラックなどで巡回し、家庭
から出る粗大ごみや使えなくなっ
た家電製品ごみ等を回収する違法
業者が見受けられます。
　このような無許可の業者には、
トラブルや苦情が寄せられていま
すので、利用しないでください。
　町の許可を持っていない業者が、
粗大ごみや使えなくなった家電製
品ごみ等を有料で回収することは
認められていません。
※古紙回収や金属回収といった一
　部資源物の回収は認められてお
　ります。
問町住民生活課
☎４２－６６１８

違法な不用品回収業者
処分業者にご注意を！

お知らせ

　これからの季節、暖房などで灯
油などを使う機会が増えます。
　油の流出は、河川の水質や動植
物の生態系に大きく影響を与える
ばかりではなく、事故を起こした
ご家庭にとっても原状回復にかか
る経費等により大きな負担となる
場合があります。
▶事故を防ぐための心がけ
①その場を離れない、目を離さな
　い
→ホームタンクなどから給油をす
　る際は、絶対にその場を離れな
　いようにしましょう。
②定期点検を怠らない
→配管やホームタンクの定期点検
　に努めましょう。
※万が一油が流出してしまった場
　合は、町または消防署に必ずご
　連絡ください。
問町住民生活課
☎４２－６６１８
問川西消防署　☎４２－３７００

油流出事故にご注意を！

　年末のし尿汲み取りは大変込
み 合 い ま す。 年 内（12/17 ま
で）の汲み取りを希望される方は
12/13 ㈮までお申込みください。
　また、汲取手数料が未納の場合
は汲み取りのお申込みができませ
んので、期限内の納付にご協力を
お願いします。
▶申込先：南陽クリーンセンター
　し尿汲み取り申込所
▶電話：４０－２６１２

（受付：平日８時３０分～１７時）

お早めに申し込みを！
年末のし尿汲み取り

▶試験内容
　緊急時において、国民保護等の
関係から迅速かつ確実な情報伝達
ができるよう実施します。
　Ｊアラートからの情報を、町内
２０箇所に設置している防災行政
無線の屋外拡声支局（スピーカー）
を通じて一斉放送します。
▶試験実施日時
　１２月４日㈬　１１：００
問町総務課　☎４２－６６１２

Ｊアラート全国一斉
情報伝達試験

▶日時：１１月２７日㈬
　　　　１３：３０～１５：００
▶会場：町生きがい交流館
▶対象者：障がい者、障がい者の
　家族、ほか関心のある方
▶その他：研修会終了後に個別相
　談コーナーを設けます
問町福祉介護課
☎４２－６６３５

障がい者福祉制度研修会

▶金額
　１時間 ７９０円（２７円増）
▶効力発生日
　令和元年１０月１日
※この最低賃金は県内の労働者全
　員に適用。
問山形労働局
☎０２３－６２４－８２２４

山形県の最低賃金が
改正されました

▶日時：１１月２３日㈯
　　　　１１：３０～１６：００
▶会場：山形ビッグウイング
▶内容：講演、やまがた緑環境税
　を活用した森づくり活動発表、
　やまがた木育体験など
▶対象：森づくり活動に興味のあ
　る方、補助事業による活動を検
　討している方
問置賜総合支庁森林整備課
☎３５－９０５３

やまがたの森づくり発表会

▶日時：１２月１９日㈭
　　　　１３：３０～
▶場所：置賜総合支庁 503 会議室
▶内容：相談は先着３名。１人
　４０分。事前申し込みが必要。
問㈱西王不動産置賜事務所
☎２４－２３３２

弁護士による
住まいの無料法律相談

　昔懐かしいフォークソングや
ロック、ブルースやボサノバなど
を教えます。
　老若男女どなたでもＯＫ！ギ
ターや歌に興味があるすべての方
が対象です。ギターがなくでも大
丈夫です。
▶開催日：月２回程度
　直近では 11/19、12/3 に開催
▶時間：１９：３０～２２：３０
▶会場
　ヘアサロンＢＬＵＥＭ（上小松）
▶会費：無料
問ギター愛好会奏手 中村
☎０９０－２９８２－１９３４

ギター愛好会「奏
か な で

手」
会員募集中
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「
将
来
の
仕
事
」
を
高
校
生
が
体
験

～
職
業
体
験
会
「
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
」
in
置
賜
農
業
高
校
～

　町
内
全
域
を
対
象
と
す
る
移
動
販
売
サ
ー

ビ
ス
が
11
月
５
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
申
込
の
あ
っ
た
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
な
ど
を
対
象
に
移
動
販
売
車

が
訪
れ
、
食
料
品
や
日
用
品
の
買
い
物
の
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
き
ら
り
よ
し
じ

ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
体
と
な
り
、
町
内
ス

ー
パ
ー・商
店
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　利
用
者
は
「
自
宅
ま
で
来
て
も
ら
え
る
の

は
あ
り
が
た
い
」「
冬
場
は
特
に
助
か
る
サ

ー
ビ
ス
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　新
規
利
用
申
込
受
付
中
で
す
。
吉
島
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー（
☎
44
ー
２
８
４
０
）ま
で
。

　幼
児
や
小
学
生
対
象
の
「
省
エ
ネ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
10
月
31
日
・
11
月
1
日
に
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
地
球
温
暖
化
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　６
人
の
講
師
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
粘
土
ア
ニ

メ
、
町
交
流
館
あ
い
ぱ
る
内
壁
に
描
か
れ
て

い
る
「
ラ
ビ
ー
ン
」
を
目
の
前
で
描
く
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
絵
本
の
朗
読
な
ど
を
通
し
、

環
境
問
題
へ
の
関
心
を
促
し
ま
し
た
。

　地
球
温
暖
化
対
策
の
国
民
運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）」

に
町
は
平
成
29
年
に
賛
同
し
て
い
て
、
啓
発

事
業
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

▲奏でられる音楽（左）と絵本の朗読（右）

見
て
、
聞
い
て
、
省
エ
ネ
を
学
ぶ

～
こ
ど
も
省
エ
ネ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

　今
シ
ー
ズ
ン
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
営
業
が

11
月
４
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　夏
場
の
高
温
に
よ
り
見
頃
が
例
年
よ
り
も

遅
れ
た
今
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
が
、
関
係
者
の

尽
力
に
よ
り
秋
に
は
約
６
５
０
種
の
ダ
リ
ア

が
見
事
に
咲
き
誇
り
、
お
よ
そ
４
万
５
千
人

の
方
に
ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
後
の
開
園
日
に
行
わ
れ
た
「
切
り
花
ダ

リ
ア
収
穫
デ
ー
」
で
は
、
ハ
サ
ミ
と
ラ
ッ
ピ

ン
グ
フ
ィ
ル
ム
を
手
に
大
き
さ
や
形
の
異
な

る
ダ
リ
ア
を
集
め
て
、
自
分
だ
け
の
花
束
を

つ
く
る
多
く
の
来
園
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

▲自宅前に移動販売車を停めて買い物

11/7

園
内
の
ダ
リ
ア
で
自
分
だ
け
の
花
束
を

～
川
西
ダ
リ
ヤ
園
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
を
終
了
～

11/4

▲測量機材の使い方を習う高校生

お
年
寄
り
の
買
い
物
を
支
援

～
移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
が
11
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
～

11/5

▲約３千人が来場した「切り花ダリア収穫デー」

　置
賜
農
業
高
校
の
１
年
生
88
人
が
18
事
業

所
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

　建
設
業
や
美
容
業
な
ど
業
種
は
多
岐
に
わ

た
り
、
生
徒
た
ち
は
時
間
内
で
２
つ
の
職
種

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
町
内
か
ら
も
㈱
殖

産
工
務
所
、
㈱
藤
島
建
設
、
㈱
藤
倉
設
備
、

美
容
室
パ
ル
フ
ァ
ン
、
川
西
消
防
署
の
５
事

業
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

　地
元
に
あ
る
仕
事
の
魅
力
を
体
験
を
通
し

て
発
見
し
、
地
元
就
職
を
促
す
目
的
で
、
置

賜
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
な
ど
が
主
催
し
ま

し
た
。

10/31

11　町報かわにし 令和元年11月15日
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身体的虐待 心理的虐待

▶叩く、蹴るなどの暴力
▶やけどをさせたり溺れ
　させる
▶冬に外へ閉め出す

など

▶子どもの前で家族に暴
　力をふるう
▶無視したり、兄弟など
　と差別をする
▶大声で怒鳴ったり脅迫
　する　　　　　　  など

ネグレクト（育児放棄） 性的虐待

▶食事を与えない
▶身体をひどく不潔なま
　まにする
▶子どもを車中や家に放
　置して出かける　  など

▶わいせつな行為をする
▶裸や裸の写真を見せる
▶子どもの裸の写真を撮
　る

など

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に

　子
ど
も
へ
の
虐
待
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
深
刻
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
虐
待
件

数
が
増
え
て
お
り
、
地
域
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
子
ど
も
の
未
来

  「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
の
違
い

　し
つ
け
と
は
、
社
会
生
活
に
適
応
す
る

た
め
に
望
ま
し
い
生
活
習
慣
な
ど
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
の
教
育
で
す
。

　虐
待
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
叩
い
た

り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
も
正
し
い
習
慣
は
身

に
付
き
ま
せ
ん
。「
理
由
が
あ
れ
ば
人
を

叩
い
て
も
よ
い
」
と
子
ど
も
は
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

  

虐
待
の
原
因

　家
族
構
成
や
父
母
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
わ
る
こ
と
な
ど
で
、
相
談
も
で
き
ず
孤

立
し
、
ス
ト
レ
ス
が
虐
待
へ
つ
な
が
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
要
因
と
し
て
は
、

○
核
家
族
化
し
た
た
め
、
父
母
以
外
が
子

　ど
も
の
育
児
に
関
わ
る
機
会
が
少
な
い

　地
域
住
民
と
の
関
わ
り
も
少
な
い

○
父
母
自
身
が
幼
少
期
に
虐
待
を
受
け
て

　育
っ
た

○
精
神
的
、
ま
た
は
経
済
的
に
不
安
定
で

　家
族
の
仲
が
良
く
な
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

―  お気軽にご相談ください  ―
■ 平日の連絡先
　町健康子育て課
　☎４２ー６６３５
　受付：８：３０～１７：１５
■ 土・日・祝日・夜間のご連絡先
　町役場 宿日直受付
　☎４２ー２１１１
■ 児童相談所全国共通３桁ダイヤル
　１８９（いちはやく）

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

　  

共
に
生
き
る
川
西
町
」
を
目
指
し
て

  

12
月
は
山
形
県
障
が
い
者

  

差
別
解
消
強
化
月
間

　

国
の
法
律
や
、
町
が
定
め
た
「
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
本
町
で
は
障

が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
障
が
い

の
な
い
人
が
受
け
る
こ
と
が
な
い
不
当
な

差
別
（
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
）
を

な
く
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

互
い
に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　偏
見
や
固
定
観
念
な
ど
、
私
た
ち
の
心

に
潜
む
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を
取
り
除
き
、

相
手
を
思
い
や
る
優
し
い
心
で
行
動
を
起

こ
し
ま
し
ょ
う
。

  

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
例

▼
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
商

　品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

　す
る
。

▼
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
施

　設
の
利
用
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た

　り
す
る
。

  

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
の
例

▼
文
字
が
読
め
な
い
人
に
は
、
文
字
を
読

　み
上
げ
て
内
容
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

▼
座
席
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
た
ら

　席
を
譲
り
ま
し
ょ
う
。

▼
車
イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
に
は
、
段

　差
の
あ
る
場
所
を
通
る
際
に
お
手
伝
い

　を
し
ま
し
ょ
う
。

  

相
談
窓
口

　町
や
県
で
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

不
当
な
差
別
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
け

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
話
し
合
い
に
よ
る
問
題

解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
町
福
祉
介
護
課

☎
42
ー
６
６
３
５

問
県
健
康
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

☎
０
２
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ー
６
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ー
２
１
４
８

③
路
上
駐
車
、

　夜
間
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　路
上
駐
車
は
道
路
除
雪
や
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
夜
間

の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
遅

れ
や
除
雪
が
で
き
な
く
な
る
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
作
業
時
間
が
前
後
し
ま
す

　
早
朝
除
雪
は
、
７
時
30
分
終
了

を
目
処
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
除

雪
作
業
は
、
な
る
べ
く
早
い
時
間

帯
に
行
う
よ
う
に
努
め
ま
す
が
、

降
雪
時
間
や
積
雪
状
況
、
除
雪

ル
ー
ト
に
よ
っ
て
時
間
差
が
出
ま

す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

②
田
畑
は
砂
利
の
対
策
を

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂

利
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

③
空
き
地
を
利
用

　
　
　
　させ
て
く
だ
さ
い

　
集
落
内
の
除
雪
は
、
雪
捨
て
場

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
空
き
地
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
車
を
運
転
す

る
際
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に

　町
で
は
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
万
全
な
除

雪
体
制
を
と
っ
て
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
除
雪
は
す
べ
て

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
新
積
雪
の
深
さ
が
10
㎝
以
上
に
な
る
と
出
動
し

ま
す
。
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
早
朝
だ
け
で
な
く
日
中
も
除
雪

機
械
が
出
動
し
ま
す
。

　ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
防
火
施
設
や

　
　
　ご
み
収
集
所
の
除
雪

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
、
ご
み
収
集
所
な
ど
の
施

設
の
除
雪
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
工
作
物
の
破
損
は
連
絡
を

　
除
雪
作
業
で
工
作
物
が
破
損
し

た
場
合
は
、
町
地
域
整
備
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎０２３８－３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部 道路計画課
　☎０２３８－２６－６０８０
●町道
　町地域整備課
　☎４２－６６４７

米
坂
線

↑
至 

犬
川
駅

県道南陽川西線

矢ノ目
公民館

至 犬川小至 大塚

ＪＡ山形おきたま
川西中央カントリー

犬　川

県道高畠川西線 至 高畠→

至 南陽→

矢
ノ
目
橋

犬
川
橋

県
道
上
伊
佐
沢
川
西
線

川西中

問町地域整備課　☎４２－６６４７

今年度の雪捨て場です
　今年度の雪捨て場は、昨年度同様に「矢ノ目橋」下流右岸と「諏
訪橋」下流左岸の計２箇所で、排雪時間は８時から１７時までです。
《注意事項》
・雪捨場内の事故については、責任を負いません。
・「諏訪橋」下流左岸については、ダンプ２ｔまでとします。
　また大型車での雪捨てを禁止します。
・雪以外の土砂及びゴミ等の搬入は禁止します。

諏
訪
神
社

←玉庭

県 道 川 西 小 国 線諏訪橋
羽前小松駅→

犬川

諏訪橋下流左岸
県
道
椿
川
西
線

↑
飯
豊
町

●  

●  

●
問
い
合
せ
先
●  

●  

●

除
雪
作
業
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
方

は
、
除
雪
車
か
ら
距
離
を
置
い
て

歩
行
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
雪
を
道
路
に
捨
て
な
い

　屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
宅
地

内
に
あ
る
雪
は
、
道
路
（
消
雪
道

路
）
や
歩
道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
が
狭
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
路
面
に
凹
凸

が
で
き
て
歩
行
者
（
特
に
通
学
中

の
児
童
生
徒
）
や
車
の
交
通
の
妨

げ
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危
険
で

す
。
各
自
治
会
内
で
注
意
を
呼
び

掛
け
合
う
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め

町報かわにし　12令和元年11月15日

ま ち か ら の お 知 ら せ
town information = Pick Up =

町報かわにし　20令和元年11月15日

　農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

基
づ
き
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
選
出
す
る
た
め
公
募
を
行
い

ま
す
。
改
選
期
は
令
和
２
年
３
月
で
、
農

業
に
精
通
し
た
方
な
ら
自
薦
・
他
薦
に
よ

り
応
募
で
き
ま
す
。

▼
推
薦
・
応
募
書
類

　町
農
業
委
員
会
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

農
業
委
員

▼
推
薦
・
募
集
期
間

　11
月
19
日
㈫
～
12
月
16
日
㈪

▼
提
出
方
法
：
町
農
業
委
員
会
ま
で
ご
持

　参
い
た
だ
く
か
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

　〒
９
９
９
ー
０
１
９
３

　川
西
町
大
字
上
小
松
１
５
６
７

　川
西
町
農
業
委
員
会
あ
て

問
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
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農業委員 農地利用最適化推進委員

主な
活動内容

農地の売買、貸し借りの許
可や転用に関する審議、人・
農地プランの推進

担当地域の農地利用の集積・
集約化、耕作放棄地の発生防
止・解消、人・農地プランの
推進

応募資格

農業に関する識見がある方
で、農地利用最適化の推進
や農業委員会に属する事項
に関する業務を適正に行う
ことができる方

農地利用最適化の推進に熱意
と識見があり、担当地域にお
いて農地利用最適化の推進活
動ができる方

任期 　令和２年３月１９日～
　令和５年３月１８日

　委嘱日～
　令和５年３月１８日

報酬 町の規定に基づき支給

定数 １０人 １６人

募集方法 推薦または応募
（両方の候補者は可能ですが、兼務はできません）

任命、
委嘱方法 町長が任命 農業委員会が委嘱

公表 募集の中間状況及び結果を町ホームページなどで公表し
ます。

※農業委員は、認定農業者が委員の過半数を占めるなどの法的要件
　があるほか、任命にあたっては町議会の同意が必要になります。

【概要】 農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

若
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
５
千
円
補
助

　グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

県
内
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
た
若
者
に

対
し
、そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
①
～
③
の
全
て
を
満
た
す
方

①
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月

　１
日
に
生
ま
れ
た
方

②
補
助
金
の
交
付
申
請
時
に
、
川
西
町
に

　住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

③
平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
２
年
２
月

　29
日
に
発
行
さ
れ
、
県
内
の
旅
券
取
扱

　窓
口
で
交
付
を
受
け
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を

　所
持
し
て
い
る
方

▼
補
助
金
額
：
１
人
あ
た
り
５
千
円

▼
申
請
方
法

　交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う

え
、
次
の
書
類
を
添
付
し
町
ま
ち
づ
く
り

課
に
提
出
く
だ
さ
い
。

①
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し

②
振
込
先
通
帳
の
写
し

※
交
付
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
期
限
：
令
和
２
年
３
月
31
日

※
詳
し
い
内
容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　覧
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
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水
道
の
漏
水
や
凍
結
に
ご
注
意
を

▼
漏
水
や
凍
結
を
防
ぐ
に
は
？

①
冬
期
間
使
用
し
な
い
水
栓
（
屋
外
の
蛇

　口
）
や
、
不
在
に
な
る
期
間
が
多
い
施

　設
（
公
民
館
な
ど
）、
数
日
間
留
守
に

　す
る
場
合
は
、
必
ず
水
抜
き
栓
や
丙
バ

　ル
ブ
な
ど
に
よ
る
止
水
を
行
っ
て
く
だ

　さ
い
。

②
凍
結
防
止
の
た
め
、
保
温
材
や
凍
結
防

　止
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
屋
外
の
蛇
口
や
立
ち
上
り
管
は
、
囲
い

　な
ど
の
防
護
で
積
雪
に
よ
る
破
損
を
防

　い
で
く
だ
さ
い
。

④
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
（
空
き
家
や

　作
業
小
屋
な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
、
町

　地
域
整
備
課
に
使
用
中
止
の
手
続
き
を

　行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
勢
い
の
低
下
、
ボ

　イ
ラ
ー
の
燃
料
消
費
量
の
増
加
、
雪
が

　溶
け
て
い
る
場
所
が
あ
っ
た
際
に
は
、

　水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

　に
町
指
定
水
道
工
事
業
者
へ
修
理
を
依

　頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課
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み
な
さ
ん
の
除
雪
・
排
雪
作
業
を
支
援

▼
対
象
団
体

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　町
民
が
主
と
な
り
組
織
し
共
同

　活
動
を
行
う
団
体

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

　地
区
協
議
会
、
大
字
単
位
の
組

　織
、
単
数
ま
た
は
複
数
の
自
治

　組
織
な
ど

▼
対
象
事
業 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
　

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

　な
ど
で
、
自
主
的
に
行
っ
た
雪

　下
ろ
し
作
業
な
ど

※
親
戚
へ
の
除
雪
作
業
は
対
象
外

②
地
域
一
斉
排
雪

　集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
や
集
落

　内
で
定
め
た
雪
押
し
場
の
排
雪

▼
申
請
方
法

　申
請
団
体
の
代
表
者
は
「
事
業

計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」「
事
業

参
加
者
名
簿
」
を
添
付
し
て
、
町

に
補
助
金
の
交
付
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
の
受
益
者

●
30
戸
以
上
　
　
　
　
　７
万
円

●
20
戸
以
上
30
戸
未
満
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満
　３
万
円

●
５
戸
以
上
10
戸
未
満
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　
　
　
　１
万
円

②
地
域
一
斉
排
雪
の
受
益
者
ま
た

　は
実
参
加
者

●
20
戸
以
上
　
　
　
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満
　３
万
円

●
5
戸
以
上
10
戸
未
満
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　
　
　
　１
万
円

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
箇
所
に

　つ
き
１
回
の
み
。

※
補
助
金
の
申
請
書
類
は
、
町
ま

　ち
づ
く
り
課
及
び
各
地
区
交
流

　セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
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高
齢
者
住
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し
を
支
援

　自
力
で
除
雪
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
心
身
障
が
い
者
の
世

帯
の
み
な
さ
ん
へ
、
除
雪
援
助
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

　ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

問
町
福
祉
介
護
課

☎
42
ー
６
６
３
５

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
除
雪
作

業
や
、
自
治
会
な
ど
で
集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
の
排
雪
作
業
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
、
町
か
ら
一
定
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
み

③
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の
み

▼
交
付
要
件

①
自
力
で
除
雪
が
で
き
ず
、
親
族

　や
近
隣
の
方
の
援
助
も
受
け
ら

　れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
が
平
成
31
年
度
住
民

　税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外

※
入
院
・
施
設
入
所
に
よ
り
不
在

生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を
支
援

②
延
長
30
ｍ
以
上
で
、
道
路
幅
員

　2.5
ｍ
以
上
で
あ
り
、
沿
線
に
概

　ね
３
戸
以
上
の
住
居
等
の
要
件

　に
当
て
は
ま
る
路
線
で
あ
る
こ

　と
。（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　く
だ
さ
い
）

③
雪
の
深
さ
が
10
ｃ
ｍ
以
上
あ
る

　こ
と
。

▼
対
象
者
：
町
内
自
治
会

▼
補
助
金
額

　除
雪
単
価
に
作
業
時
間
（
10
分

単
位
）
を
乗
じ
た
額
（
出
動
の
準

備
時
間
と
待
機
時
間
は
対
象
外
）

▼
対
象
事
業

　自
治
会
が
生
活
道
路
の
確
保
の

た
め
に
、
自
治
会
住
民
に
委
託
す

る
機
械
除
雪
作
業
の
う
ち
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

①
自
治
会
が
住
民
に
除
雪
を
依
頼

　し
た
も
の

　の
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　退
院
・
施
設
退
所
な
ど
で
自
宅

　に
戻
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

　１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
ま
で

※
玉
庭
・
東
沢
地
区
の
み
４
万
５

　千
円
ま
で

※
助
成
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負

　担
と
な
り
ま
す

▼
申
込
方
法

　地
区
担
当
民
生
委
員
を
と
お
し

て
、
町
福
祉
介
護
課
に
申
請
書
を

提
出
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
の
上
限
（
除
雪
距
離
）】

①
１
０
０
ｍ
未
満
…
３
万
円

②
１
０
０
ｍ
以
上
２
０
０
ｍ
未
満

　
　
　
　
　
　
　…
５
万
円

③
２
０
０
ｍ
以
上
…
10
万
円

▼
対
象
期
間

　12
月
１
日
～
来
年
３
月
15
日

▼
申
込
方
法

　自
治
会
を
と
お
し
て
町
地
域
整

備
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
そ
の
他

　申
請
書
や
、
補
助
事
業
の
要
件

な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課

☎
42
ー
６
６
４
７

13　町報かわにし 令和元年11月15日
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問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所

　☎
22
ー
４
２
２
０

問
町
住
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　
　☎
42
ー
２
１
１
４

令和元年度分国民年金保険料

前納だとこんなにお得です！
納付方法 定額保険料

(16,410 ×納付月）
現金

クレジットカード 口座振替

1 か月分
（翌月支払）

16,410 円 16,410 円
16,410 円

1 か月分
（当月支払）

16,360 円
（△ 50 円）

６か月分 98,460 円 97,660 円
（△ 800 円）

97,340 円
（△ 1,120 円）

１年分 196,920 円 193,420 円
（△ 3,500 円）

192,790 円
（△ 4,130 円）

２年分 395,400 円 ※ 380,880 円
（△ 14,520 円）

379,640 円
（△ 15,760 円）

（）内は割引額
※納付の方法や申込期限など、詳しくはお問い合わせください。
※令和元年度：16,410 円× 12か月＝ 196,920 円
　令和２年度：16,540 円× 12か月＝ 198,480 円　で算出。

　

免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け
る
た
め
に
は
対

象
と
な
る
方
の
所
得
が
一
定
の
金
額
以
下

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
で
き

る
期
間
は
申
請
し
た
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
２
年
１
か
月
前
ま
で
で
す
。
期
間
を
過

ぎ
る
と
申
請
で
き
な
く
な
り
未
納
期
間
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　保険
料
を
納
め
る
の
が

　経済
的
に
難
し
い
と
き

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な
い
第

１
号
被
保
険
者
は
、
定
額
の
保
険
料
を
納

付
す
る
際
に
、あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料（
月

額
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し
て
受
給
で

き
ま
す
。

▼
付
加
年
金
の
金
額

　２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

　（年
間
受
取
額
）

　受給
す
る
年
金
額
を

　増や
し
た
い
と
き

お得な前納・早割制度
　その年度からの一定期間の保険料を前納（前払い）すると、
保険料が割引されます。
　割引額は、前納の期間により変わります。納付書でも前納で
きますが、口座振替はさらにお得です。

受
け
ら
れ
る
年
金
の
種
類

病気やけがで
障害が残ったとき

障害基礎年金
１級障害：年額　975,125 円
２級障害：年額　780,100 円

　国民年金加入期間中に初診日
（初めて医師の診療を受けた日）
のある病気やけが、もしくは 20
歳前に初診日がある病気やけが
によって、政令で定める障害等
級の１級・２級のいずれかに該
当する場合に支給されます。
　すでに老齢基礎年金の受給権
者である人は障害基礎年金を受
給できません。

一家の働き手が
亡くなったとき

遺族基礎年金
 子 (1 人 ) のある配偶者が受ける場合

年額　1,004,600 円
 子 (1 人 ) が受ける場合

年額　7,780,100 円

　国民年金の加入者などが亡く
なったときにその人によって生
計を維持されていた「子のある
配偶者」または「子」に、子が
18歳に到達した年度末になるま
で、あるいは障害等級１級・２
級の障害のある子の場合は20歳
になるまで支給されます。

６５歳になったとき

老齢基礎年金
年額　780,100 円

　国民年金保険料を納めた期間
（免除期間などを含む）が 10 年
以上ある人が 65 歳から受けら
れる年金です。
　20 歳から 60 歳になるまでの
40年間保険料を納めた人は満額
を受けることができます。
　繰上げ支給や繰下げ支給によ
り、65 歳になる前や 66 歳以降
に受け取ることもできます。

※
年
金
の
金
額
は
平
成
31
年
４
月
現
在

　町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

は
、
13
億
４
８
２
０
万
円
で
構
成
比
は
12
・
９
％

を
占
め
、
前
年
度
対
比
０・４
％
の
増
で
し
た
。

　町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

49
億
５
０
０
万
円
で
構
成
比
は
47
・
０
％
を
占
め
、

前
年
度
対
比
２・
１
％
の
減
で
し
た
。
こ
の
う
ち

公
立
置
賜
総
合
病
院
分
を
差
し
引
い
た
、
町
に
対

す
る
純
粋
な
交
付
税
額
は
35
億
８
６
０
９
万
円
で
、

前
年
度
か
ら
３
６
５
３
万
円
の
減
で
し
た
。

　特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
対
比

６・８
％
の
減
で
し
た
。

　県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
26
・
７
％
の
増
で

し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
19
・
０
％
の
減
で

し
た
。

問
町
未
来
づ
く
り
課

　☎
42
ー
６
６
１
１

平成30年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

104 億 2,824 万円
（前年比 2億 7,994 万円減）

102 億 9,197 万円
（前年比 2億 1,273 万円減）

歳出総額

歳出
一般会計

歳入
一般会計

依
存
財
源

自
主
財
源

　平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
０
４
億
２
８
２
４
万
円
、
歳
出
は

１
０
２
億
９
１
９
７
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引

額
は
１
億
３
６
２
７
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引
く
と
、

１
億
１
０
１
８
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
29
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
で
２
億
７
９
９
４
万
円
の
減
（
２・６
％
の
減
）、

歳
出
で
２
億
１
２
７
３
万
円
の
減
（
２・
０
％
の

減
）
で
し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
13億 4,820 万円
（12.9％）

衛生費
17億　84万円
（16.5％）

民生費
20億 7,687 万円
（20.2％）

教育費
8億 2,660 万円
（8.1％）

総務費
17億 2,784 万円
（16.8％）

公債費
12億 7,013 万円
（12.3％）

農林水産業費
11億 9,558 万円
（11.6％）

商工費
2億 494 万円
（2.0％）消防費

3億 6,085 万円
（3.5％）

その他
1億 4,738 万円
（1.4％）

土木費
7億 8,095 万円
（7.6％） 諸収入、繰入金など

10億 7,290 万円
（10.2％）

町債
9億 9,609 万円
（9.6％）

国庫支出金
6億 2,220 万円
（6.0％）

県支出金
9億 8,560 万円
（9.5％）

地方譲与税など
4億 9,826 万円
（4.8％）

地方交付税
49億 500 万円
（47.0％）

町報かわにし　14令和元年11月15日

◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 5億 2,394 万円 4億 5,736 万円

　　資本的収入・支出※ 4,332 万円 1億 8,858 万円

国民健康保険事業特別会計 16億 9,300万円 16億 6,781万円

下水道事業特別会計 4億 9,684 万円 4億 9,619 万円

農業集落排水事業特別会計 9,485 万円 9,375 万円

介護保険事業特別会計 18億 6,587万円 18億 1,681万円

後期高齢者医療特別会計 1億 6,817 万円 1億 6,489 万円

　平成 19年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 30年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 ー 14.26％ 20.0％
連結実質赤字比率 ー 19.26％ 30.0％
実質公債費比率 13.3％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 125.2％ 350.0％

公営企業会計にかか
る資金不足比率

平成 30年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

水道会計 ー
20.0％下水道会計 ー

農集排会計 ー
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

● 町民１人あたり　　１１４，２８３円● 町民１人あたり　　５１，６５４円

● 町民１人あたり　　７９，０７８円

● 町民１人あたり　　５４，６７３円

● 町民１人あたり　　８４，００９円

● 町民１人あたり　　１３７，３６８円

● 町民１人あたり　　１１２，４９７円

● 町民１人あたり　　４７，１７０円

平成３０年度は、このような事業に税金を活用しました。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する分は、　
　消費税資本的収支調整額 341 万円及び損益勘定留保資
　金 1億 4,185 万円で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
5,903 万円

感染症予防・予防接種事業
2,787 万円

合併処理浄化槽設置整備事業
985万円

母子保健妊産婦事業
743万円

冬期交通確保事業
2億 1,238 万円

橋梁長寿命化修繕整備事業
3,521 万円

虚空蔵山西線道路改良工事
3,101 万円

住宅建設支援事業
1,855 万円

障がい介護給付等事業
3億 5,563 万円

子育て支援医療事業
5,526 万円

放課後児童クラブ運営事業
4,209 万円

地域子育て支援事業
1,103 万円

多面的機能支払交付金事業
2億 3,416 万円

町有牛貸付管理事業
7,706 万円

林地台帳整備事業
3,078 万円

農業次世代人材投資事業
681万円

小学校教育コンピュータ管理事業
1,514 万円

外国語指導助手配置事業
810万円

中学校施設空調設備整備事業
323万円

放課後こども教室推進事業
299万円

▲除雪の状況 ▲地域おこし協力隊のみなさん

▲小学校での英語学習

▲優良な肉質の子牛を産む繁殖雌牛

▲家庭ごみの回収

※
町
民
１
人
あ
た
り
の
額
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
１
万
５
１
１
９
人
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
数
値
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

新庁舎整備事業
2億 1,933 万円

ふるさとづくり基金管理事業
1億 5,137 万円

地域おこし協力隊事業
3,216 万円

定住移住推進事業
355万円

▲子育て支援センターこあら

15　町報かわにし 令和元年11月15日
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第 2 号被保険者に扶養
されている配偶者

自分で納める必要は
ありません

厚生年金に加入してい
る会社員、公務員など

事業所などをとおして
保険料を納めます

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　国
民
年
金
の
加
入
者
の
こ
と
を
「
被
保

険
者
」
と
い
い
、
職
業
や
保
険
料
を
納
め

る
方
法
に
よ
り
下
表
の
３
つ
の
種
別
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　公
的
年
金
は
、
や
が
て
迎
え
る
老
後
や
、
万
が
一
け
が
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
を

出
し
合
っ
て
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」

と
位
置
づ
け
、
公
的
年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自営業、農林業、
学生など

自分で保険料を納めます

第１号 被保険者 第２号 被保険者 第３号 被保険者

被保険者区分 変更理由 届出先
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 第 2 号被保険者
  会社員、公務員など

退職した 町住民生活課
退職して配偶者（第２被保険者）の扶養になった 配偶者の勤務先
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就職して厚生年金に加入した 勤務先
配偶者の勤務先が変わった 配偶者の勤務先

　納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
で

す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
期

限
か
ら
２
年
間
は
納
付
書
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
期
限

ま
で
に
納
め
る
か
、
免
除
な
ど
の
申
請
手

続
き
を
せ
ず
に
未
納
期
間
と
な
る
場
合
、

障
害
が
残
っ
た
と
き
や
一
家
の
働
き
手
が

な
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
が
受
給
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　納
付
方
法
は
４
つ
で
、
口
座
振
替
・
納

付
書
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
電
子
納
付

に
よ
る
支
払
い
で
す
。
口
座
振
替
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
に
は
別
途

申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
申
告
す
れ
ば
、

全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所

得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　毎
年
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
料
控
除
証

明
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間
で
す

国
民
年
金
に
加
入
す
る
方

　こん
な
と
き
は

　お
手
続
き
が
必
要
で
す

　保険
料
は
忘
れ
ず
に

　納め
ま
し
ょ
う

  

納
め
た
保
険
料
は

  

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象



17　町報かわにし 令和元年11月15日

⑷ 特別職の給与・議員の報酬の状況（平成 30 年 12 月1日現在）

区分
給料月額等 期末手当

平成30年度 条例 ６月期 １２月期 計

給料
町　長 840,000 円 840,000 円

1.575 月分 1.775 月分 3.35 月分副町長 670,000 円 670,000 円
教育長 585,000 円 585,000 円

報酬
議　長 330,000 円 330,000 円

1.575 月分 1.775 月分 3.35 月分副議長 270,000 円 270,000 円
議　員 255,000 円 255,000 円

⑸ 職員の主な手当の状況
①　期末・勤勉手当

区分 ６月期 １２月期
合　計 役職等による

加算措置平成30年度 前年度（参考）

川西町
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.6 月分 2.6 月分 有

（加算率 5～ 15％）
勤　勉 0.9 月分 0.95 月分 1.85 月分 1.8 月分 有

（加算率 5～ 15％）

国
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.6 月分 2.6 月分 有

（加算率 5～ 15％）勤　勉 0.9 月分 0.95 月分 1.85 月分 1.8 月分

②　退職手当

区分
支給率 その他の

加算措置
一人当たりの
平均支給額勤続 20年 勤続 25年 勤続 30年 最高限度額

自己都合 20.445 月分 29.145 月分 36.105 月分 49.59 月分
有 1,788 万円

勧奨・定年 25.55625 月分 34.5825 月分 42.4125 月分 49.59 月分
注　一人当たりの平均支給額は、平成２９年度に退職した全職員分の平均額です。

③　時間外勤務手当（一般会計実績）
区分 平成30年度 平成２9年度（参考）

総支給額 43,167 千円 52,657 千円
一人当たりの
平均支給年額 244千円 294千円

⑤　ラスパイレス指数
平成２7年度 平成２8年度 平成２9年度 平成 30年度
97.5 97.5 98.6 98.3

注　支給額には、選挙事務に関する
時間外勤務手当は含みません。

注　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を１００とした場合の地方公務員の給
与水準を示す指数です。

④　その他の手当（一般会計実績）
区分 内容及び支給単価 平成 30年度

扶養手当 配偶者6,500 円、子 10,000 円
一般扶養親族 6,500 円など 19,698 千円

住居手当 借家：限度額 27,000 円 7,384 千円

通勤手当 交通機関利用：限度額 55,000 円
交通用具利用：限度額 35,000 円 14,646 千円

町報かわにし　16令和元年11月15日

⑴ 任命の状況
採用（平成 30 年４月１日付）

職種別採用状況
行政職 8 人

計 8 人

⑶ 職員の平均給料月額および平均年齢（平成 30 年４月１日現在）
区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 317,840 円 41 歳 8 月
技能労務職 355,159 円 48 歳 3 月

⑶ 級別職員数の状況（平成 30 年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 技能労

務職等 合計
代表的な職務 主事補・主事 主事 主任 主査 主幹 課長

平成 30 年度 32 人
（18.6%）

24 人
（13.9％）

20 人
（11.6%）

45 人
（26.2％）

38 人
（22.1%）

13 人
（7.6％） 22 人 194 人

注　１　川西町一般職の職員の給与に関する条例及び同条例の施行に関する規則に基づく給料表の級区分による
職員数です。

　　２　（　）の構成比率は、一般行政職（１級～６級）のみの比率です。

⑴ 人件費の状況（平成 30 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口

( 平成 30 年度末 ) 歳出額 Ⓐ 実質収支 人件費 Ⓑ 人件費率
（Ⓑ / Ⓐ）

平成２9 年度の
人件費率（参考）

15,119 人 102 億 9,197 万円 1 億 1,018 万円 １5 億 9,855 万円 15.5％ 15.4％
注　人件費には、特別職（常勤・非常勤）に支給される給料、報酬等を含みます。

⑵ 職員給与費の状況（平成 30 年度一般会計決算）

区分 職員数
給与費 一人あたりの

給与費（年額）給料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 給与費計
平成 30 年度 189 人 ７億1,974 万円 6,198 万円 ２億 9,072 万円 １0 億 7,244 万円 567 万円
注　１　職員手当には時間外勤務手当、退職手当および児童手当を含みません。
　　２　本表における職員数は、一般会計（水道企業会計・介護会計を含まず）に計上された職員数です。

⑵ 部門別職員数（各年４月１日現在）

区分
部門

職員数 対前年
増減数平成 30 年度 平成 29 年度

一般行政部門 １29 １３1 ▲ 2
特別行政部門 44 43 ＋ 1
公営企業等 ２1 ２1 ± 0
合　　　計 １９4 １９５ ▲ 1

退職（平成２9 年度中）
職種別退職状況

行政職 10 人
計 10 人

注　本表の数値は、一般会計に計上された各職種の平均です。

川西町における人事行政の
　運営等の状況をお知らせします

　町職員の任用、給与、服務や勤務条件など人事行政の運営状況についてお知らせします。
　なお、紙面の都合上抜粋したものを掲載しておりますので、全体は町ホームページをご覧ください。

　　任免及び職員数に関する状況

　　職員の給与の状況

問町総務課　☎４２－６６１０
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平均支給額勤続 20年 勤続 25年 勤続 30年 最高限度額

自己都合 20.445 月分 29.145 月分 36.105 月分 49.59 月分
有 1,788 万円

勧奨・定年 25.55625 月分 34.5825 月分 42.4125 月分 49.59 月分
注　一人当たりの平均支給額は、平成２９年度に退職した全職員分の平均額です。

③　時間外勤務手当（一般会計実績）
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平均支給年額 244千円 294千円
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交通用具利用：限度額 35,000 円 14,646 千円
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職種別採用状況
行政職 8 人

計 8 人

⑶ 職員の平均給料月額および平均年齢（平成 30 年４月１日現在）
区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 317,840 円 41 歳 8 月
技能労務職 355,159 円 48 歳 3 月

⑶ 級別職員数の状況（平成 30 年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 技能労

務職等 合計
代表的な職務 主事補・主事 主事 主任 主査 主幹 課長

平成 30 年度 32 人
（18.6%）

24 人
（13.9％）

20 人
（11.6%）

45 人
（26.2％）

38 人
（22.1%）

13 人
（7.6％） 22 人 194 人

注　１　川西町一般職の職員の給与に関する条例及び同条例の施行に関する規則に基づく給料表の級区分による
職員数です。

　　２　（　）の構成比率は、一般行政職（１級～６級）のみの比率です。

⑴ 人件費の状況（平成 30 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口

( 平成 30 年度末 ) 歳出額 Ⓐ 実質収支 人件費 Ⓑ 人件費率
（Ⓑ / Ⓐ）

平成２9 年度の
人件費率（参考）

15,119 人 102 億 9,197 万円 1 億 1,018 万円 １5 億 9,855 万円 15.5％ 15.4％
注　人件費には、特別職（常勤・非常勤）に支給される給料、報酬等を含みます。

⑵ 職員給与費の状況（平成 30 年度一般会計決算）

区分 職員数
給与費 一人あたりの

給与費（年額）給料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 給与費計
平成 30 年度 189 人 ７億1,974 万円 6,198 万円 ２億 9,072 万円 １0 億 7,244 万円 567 万円
注　１　職員手当には時間外勤務手当、退職手当および児童手当を含みません。
　　２　本表における職員数は、一般会計（水道企業会計・介護会計を含まず）に計上された職員数です。

⑵ 部門別職員数（各年４月１日現在）

区分
部門

職員数 対前年
増減数平成 30 年度 平成 29 年度

一般行政部門 １29 １３1 ▲ 2
特別行政部門 44 43 ＋ 1
公営企業等 ２1 ２1 ± 0
合　　　計 １９4 １９５ ▲ 1

退職（平成２9 年度中）
職種別退職状況

行政職 10 人
計 10 人

注　本表の数値は、一般会計に計上された各職種の平均です。

川西町における人事行政の
　運営等の状況をお知らせします

　町職員の任用、給与、服務や勤務条件など人事行政の運営状況についてお知らせします。
　なお、紙面の都合上抜粋したものを掲載しておりますので、全体は町ホームページをご覧ください。

　　任免及び職員数に関する状況

　　職員の給与の状況

問町総務課　☎４２－６６１０
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問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所

　☎
22
ー
４
２
２
０

問
町
住
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　
　☎
42
ー
２
１
１
４

令和元年度分国民年金保険料

前納だとこんなにお得です！
納付方法 定額保険料

(16,410 ×納付月）
現金

クレジットカード 口座振替

1 か月分
（翌月支払）

16,410 円 16,410 円
16,410 円

1 か月分
（当月支払）

16,360 円
（△ 50 円）

６か月分 98,460 円 97,660 円
（△ 800 円）

97,340 円
（△ 1,120 円）

１年分 196,920 円 193,420 円
（△ 3,500 円）

192,790 円
（△ 4,130 円）

２年分 395,400 円 ※ 380,880 円
（△ 14,520 円）

379,640 円
（△ 15,760 円）

（）内は割引額
※納付の方法や申込期限など、詳しくはお問い合わせください。
※令和元年度：16,410 円× 12か月＝ 196,920 円
　令和２年度：16,540 円× 12か月＝ 198,480 円　で算出。

　

免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け
る
た
め
に
は
対

象
と
な
る
方
の
所
得
が
一
定
の
金
額
以
下

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
で
き

る
期
間
は
申
請
し
た
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
２
年
１
か
月
前
ま
で
で
す
。
期
間
を
過

ぎ
る
と
申
請
で
き
な
く
な
り
未
納
期
間
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　保険
料
を
納
め
る
の
が

　経済
的
に
難
し
い
と
き

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な
い
第

１
号
被
保
険
者
は
、
定
額
の
保
険
料
を
納

付
す
る
際
に
、あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料（
月

額
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し
て
受
給
で

き
ま
す
。

▼
付
加
年
金
の
金
額

　２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

　（年
間
受
取
額
）

　受給
す
る
年
金
額
を

　増や
し
た
い
と
き

お得な前納・早割制度
　その年度からの一定期間の保険料を前納（前払い）すると、
保険料が割引されます。
　割引額は、前納の期間により変わります。納付書でも前納で
きますが、口座振替はさらにお得です。

受
け
ら
れ
る
年
金
の
種
類

病気やけがで
障害が残ったとき

障害基礎年金
１級障害：年額　975,125 円
２級障害：年額　780,100 円

　国民年金加入期間中に初診日
（初めて医師の診療を受けた日）
のある病気やけが、もしくは 20
歳前に初診日がある病気やけが
によって、政令で定める障害等
級の１級・２級のいずれかに該
当する場合に支給されます。
　すでに老齢基礎年金の受給権
者である人は障害基礎年金を受
給できません。

一家の働き手が
亡くなったとき

遺族基礎年金
 子 (1 人 ) のある配偶者が受ける場合

年額　1,004,600 円
 子 (1 人 ) が受ける場合

年額　7,780,100 円

　国民年金の加入者などが亡く
なったときにその人によって生
計を維持されていた「子のある
配偶者」または「子」に、子が
18歳に到達した年度末になるま
で、あるいは障害等級１級・２
級の障害のある子の場合は20歳
になるまで支給されます。

６５歳になったとき

老齢基礎年金
年額　780,100 円

　国民年金保険料を納めた期間
（免除期間などを含む）が 10 年
以上ある人が 65 歳から受けら
れる年金です。
　20 歳から 60 歳になるまでの
40年間保険料を納めた人は満額
を受けることができます。
　繰上げ支給や繰下げ支給によ
り、65 歳になる前や 66 歳以降
に受け取ることもできます。

※
年
金
の
金
額
は
平
成
31
年
４
月
現
在

　町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

は
、
13
億
４
８
２
０
万
円
で
構
成
比
は
12
・
９
％

を
占
め
、
前
年
度
対
比
０・４
％
の
増
で
し
た
。

　町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

49
億
５
０
０
万
円
で
構
成
比
は
47
・
０
％
を
占
め
、

前
年
度
対
比
２・
１
％
の
減
で
し
た
。
こ
の
う
ち

公
立
置
賜
総
合
病
院
分
を
差
し
引
い
た
、
町
に
対

す
る
純
粋
な
交
付
税
額
は
35
億
８
６
０
９
万
円
で
、

前
年
度
か
ら
３
６
５
３
万
円
の
減
で
し
た
。

　特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
対
比

６・８
％
の
減
で
し
た
。

　県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
26
・
７
％
の
増
で

し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
19
・
０
％
の
減
で

し
た
。

問
町
未
来
づ
く
り
課

　☎
42
ー
６
６
１
１

平成30年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

104 億 2,824 万円
（前年比 2億 7,994 万円減）

102 億 9,197 万円
（前年比 2億 1,273 万円減）

歳出総額

歳出
一般会計

歳入
一般会計

依
存
財
源

自
主
財
源

　平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
０
４
億
２
８
２
４
万
円
、
歳
出
は

１
０
２
億
９
１
９
７
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引

額
は
１
億
３
６
２
７
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引
く
と
、

１
億
１
０
１
８
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
29
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
で
２
億
７
９
９
４
万
円
の
減
（
２・６
％
の
減
）、

歳
出
で
２
億
１
２
７
３
万
円
の
減
（
２・
０
％
の

減
）
で
し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
13億 4,820 万円
（12.9％）

衛生費
17億　84万円
（16.5％）

民生費
20億 7,687 万円
（20.2％）

教育費
8億 2,660 万円
（8.1％）

総務費
17億 2,784 万円
（16.8％）

公債費
12億 7,013 万円
（12.3％）

農林水産業費
11億 9,558 万円
（11.6％）

商工費
2億 494 万円
（2.0％）消防費

3億 6,085 万円
（3.5％）

その他
1億 4,738 万円
（1.4％）

土木費
7億 8,095 万円
（7.6％） 諸収入、繰入金など

10億 7,290 万円
（10.2％）

町債
9億 9,609 万円
（9.6％）

国庫支出金
6億 2,220 万円
（6.0％）

県支出金
9億 8,560 万円
（9.5％）

地方譲与税など
4億 9,826 万円
（4.8％）

地方交付税
49億 500 万円
（47.0％）

町報かわにし　14令和元年11月15日

◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 5億 2,394 万円 4億 5,736 万円

　　資本的収入・支出※ 4,332 万円 1億 8,858 万円

国民健康保険事業特別会計 16億 9,300万円 16億 6,781万円

下水道事業特別会計 4億 9,684 万円 4億 9,619 万円

農業集落排水事業特別会計 9,485 万円 9,375 万円

介護保険事業特別会計 18億 6,587万円 18億 1,681万円

後期高齢者医療特別会計 1億 6,817 万円 1億 6,489 万円

　平成 19年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 30年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 ー 14.26％ 20.0％
連結実質赤字比率 ー 19.26％ 30.0％
実質公債費比率 13.3％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 125.2％ 350.0％

公営企業会計にかか
る資金不足比率

平成 30年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

水道会計 ー
20.0％下水道会計 ー

農集排会計 ー
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

● 町民１人あたり　　１１４，２８３円● 町民１人あたり　　５１，６５４円

● 町民１人あたり　　７９，０７８円

● 町民１人あたり　　５４，６７３円

● 町民１人あたり　　８４，００９円

● 町民１人あたり　　１３７，３６８円

● 町民１人あたり　　１１２，４９７円

● 町民１人あたり　　４７，１７０円

平成３０年度は、このような事業に税金を活用しました。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する分は、　
　消費税資本的収支調整額 341 万円及び損益勘定留保資
　金 1億 4,185 万円で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
5,903 万円

感染症予防・予防接種事業
2,787 万円

合併処理浄化槽設置整備事業
985万円

母子保健妊産婦事業
743万円

冬期交通確保事業
2億 1,238 万円

橋梁長寿命化修繕整備事業
3,521 万円

虚空蔵山西線道路改良工事
3,101 万円

住宅建設支援事業
1,855 万円

障がい介護給付等事業
3億 5,563 万円

子育て支援医療事業
5,526 万円

放課後児童クラブ運営事業
4,209 万円

地域子育て支援事業
1,103 万円

多面的機能支払交付金事業
2億 3,416 万円

町有牛貸付管理事業
7,706 万円

林地台帳整備事業
3,078 万円

農業次世代人材投資事業
681万円

小学校教育コンピュータ管理事業
1,514 万円

外国語指導助手配置事業
810万円

中学校施設空調設備整備事業
323万円

放課後こども教室推進事業
299万円

▲除雪の状況 ▲地域おこし協力隊のみなさん

▲小学校での英語学習

▲優良な肉質の子牛を産む繁殖雌牛

▲家庭ごみの回収

※
町
民
１
人
あ
た
り
の
額
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
１
万
５
１
１
９
人
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
数
値
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

新庁舎整備事業
2億 1,933 万円

ふるさとづくり基金管理事業
1億 5,137 万円

地域おこし協力隊事業
3,216 万円

定住移住推進事業
355万円

▲子育て支援センターこあら
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第 2 号被保険者に扶養
されている配偶者

自分で納める必要は
ありません

厚生年金に加入してい
る会社員、公務員など

事業所などをとおして
保険料を納めます

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　国
民
年
金
の
加
入
者
の
こ
と
を
「
被
保

険
者
」
と
い
い
、
職
業
や
保
険
料
を
納
め

る
方
法
に
よ
り
下
表
の
３
つ
の
種
別
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　公
的
年
金
は
、
や
が
て
迎
え
る
老
後
や
、
万
が
一
け
が
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
を

出
し
合
っ
て
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」

と
位
置
づ
け
、
公
的
年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自営業、農林業、
学生など

自分で保険料を納めます

第１号 被保険者 第２号 被保険者 第３号 被保険者

被保険者区分 変更理由 届出先

 第 1 号被保険者
  自営業、学生、 無職の方など

２０歳になった 町住民生活課
就職して厚生年金に加入した 勤務先
配偶者（第２被保険者）の扶養になった 配偶者の勤務先

 第 2 号被保険者
  会社員、公務員など

退職した 町住民生活課
退職して配偶者（第２被保険者）の扶養になった 配偶者の勤務先

 第３号被保険者
  第２号被保険者の扶養に

  なっている配偶者

配偶者が６５歳になった、配偶者が退職した
町住民生活課

配偶者の扶養から外れた、離婚した
就職して厚生年金に加入した 勤務先
配偶者の勤務先が変わった 配偶者の勤務先

　納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
で

す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
期

限
か
ら
２
年
間
は
納
付
書
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
期
限

ま
で
に
納
め
る
か
、
免
除
な
ど
の
申
請
手

続
き
を
せ
ず
に
未
納
期
間
と
な
る
場
合
、

障
害
が
残
っ
た
と
き
や
一
家
の
働
き
手
が

な
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
が
受
給
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　納
付
方
法
は
４
つ
で
、
口
座
振
替
・
納

付
書
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
電
子
納
付

に
よ
る
支
払
い
で
す
。
口
座
振
替
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
に
は
別
途

申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
申
告
す
れ
ば
、

全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所

得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　毎
年
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
料
控
除
証

明
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間
で
す

国
民
年
金
に
加
入
す
る
方

　こん
な
と
き
は

　お
手
続
き
が
必
要
で
す

　保険
料
は
忘
れ
ず
に

　納め
ま
し
ょ
う

  

納
め
た
保
険
料
は

  

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
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身体的虐待 心理的虐待

▶叩く、蹴るなどの暴力
▶やけどをさせたり溺れ
　させる
▶冬に外へ閉め出す

など

▶子どもの前で家族に暴
　力をふるう
▶無視したり、兄弟など
　と差別をする
▶大声で怒鳴ったり脅迫
　する　　　　　　  など

ネグレクト（育児放棄） 性的虐待

▶食事を与えない
▶身体をひどく不潔なま
　まにする
▶子どもを車中や家に放
　置して出かける　  など

▶わいせつな行為をする
▶裸や裸の写真を見せる
▶子どもの裸の写真を撮
　る

など

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に

　子
ど
も
へ
の
虐
待
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
深
刻
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
虐
待
件

数
が
増
え
て
お
り
、
地
域
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
子
ど
も
の
未
来

  「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
の
違
い

　し
つ
け
と
は
、
社
会
生
活
に
適
応
す
る

た
め
に
望
ま
し
い
生
活
習
慣
な
ど
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
の
教
育
で
す
。

　虐
待
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
叩
い
た

り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
も
正
し
い
習
慣
は
身

に
付
き
ま
せ
ん
。「
理
由
が
あ
れ
ば
人
を

叩
い
て
も
よ
い
」
と
子
ど
も
は
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

  

虐
待
の
原
因

　家
族
構
成
や
父
母
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
わ
る
こ
と
な
ど
で
、
相
談
も
で
き
ず
孤

立
し
、
ス
ト
レ
ス
が
虐
待
へ
つ
な
が
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
要
因
と
し
て
は
、

○
核
家
族
化
し
た
た
め
、
父
母
以
外
が
子

　ど
も
の
育
児
に
関
わ
る
機
会
が
少
な
い

　地
域
住
民
と
の
関
わ
り
も
少
な
い

○
父
母
自
身
が
幼
少
期
に
虐
待
を
受
け
て

　育
っ
た

○
精
神
的
、
ま
た
は
経
済
的
に
不
安
定
で

　家
族
の
仲
が
良
く
な
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

―  お気軽にご相談ください  ―
■ 平日の連絡先
　町健康子育て課
　☎４２ー６６３５
　受付：８：３０～１７：１５
■ 土・日・祝日・夜間のご連絡先
　町役場 宿日直受付
　☎４２ー２１１１
■ 児童相談所全国共通３桁ダイヤル
　１８９（いちはやく）

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

　  

共
に
生
き
る
川
西
町
」
を
目
指
し
て

  

12
月
は
山
形
県
障
が
い
者

  

差
別
解
消
強
化
月
間

　

国
の
法
律
や
、
町
が
定
め
た
「
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
本
町
で
は
障

が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
障
が
い

の
な
い
人
が
受
け
る
こ
と
が
な
い
不
当
な

差
別
（
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
）
を

な
く
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

互
い
に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　偏
見
や
固
定
観
念
な
ど
、
私
た
ち
の
心

に
潜
む
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を
取
り
除
き
、

相
手
を
思
い
や
る
優
し
い
心
で
行
動
を
起

こ
し
ま
し
ょ
う
。

  

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
例

▼
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
商

　品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

　す
る
。

▼
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
施

　設
の
利
用
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た

　り
す
る
。

  

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
の
例

▼
文
字
が
読
め
な
い
人
に
は
、
文
字
を
読

　み
上
げ
て
内
容
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

▼
座
席
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
た
ら

　席
を
譲
り
ま
し
ょ
う
。

▼
車
イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
に
は
、
段

　差
の
あ
る
場
所
を
通
る
際
に
お
手
伝
い

　を
し
ま
し
ょ
う
。

  

相
談
窓
口

　町
や
県
で
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

不
当
な
差
別
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
け

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
話
し
合
い
に
よ
る
問
題

解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
町
福
祉
介
護
課
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問
県
健
康
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
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③
路
上
駐
車
、

　夜
間
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　路
上
駐
車
は
道
路
除
雪
や
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
夜
間

の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
遅

れ
や
除
雪
が
で
き
な
く
な
る
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
作
業
時
間
が
前
後
し
ま
す

　
早
朝
除
雪
は
、
７
時
30
分
終
了

を
目
処
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
除

雪
作
業
は
、
な
る
べ
く
早
い
時
間

帯
に
行
う
よ
う
に
努
め
ま
す
が
、

降
雪
時
間
や
積
雪
状
況
、
除
雪

ル
ー
ト
に
よ
っ
て
時
間
差
が
出
ま

す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

②
田
畑
は
砂
利
の
対
策
を

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂

利
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

③
空
き
地
を
利
用

　
　
　
　させ
て
く
だ
さ
い

　
集
落
内
の
除
雪
は
、
雪
捨
て
場

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
空
き
地
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
車
を
運
転
す

る
際
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に

　町
で
は
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
万
全
な
除

雪
体
制
を
と
っ
て
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
除
雪
は
す
べ
て

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
新
積
雪
の
深
さ
が
10
㎝
以
上
に
な
る
と
出
動
し

ま
す
。
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
早
朝
だ
け
で
な
く
日
中
も
除
雪

機
械
が
出
動
し
ま
す
。

　ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
防
火
施
設
や

　
　
　ご
み
収
集
所
の
除
雪

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
、
ご
み
収
集
所
な
ど
の
施

設
の
除
雪
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
工
作
物
の
破
損
は
連
絡
を

　
除
雪
作
業
で
工
作
物
が
破
損
し

た
場
合
は
、
町
地
域
整
備
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎０２３８－３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部 道路計画課
　☎０２３８－２６－６０８０
●町道
　町地域整備課
　☎４２－６６４７
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問町地域整備課　☎４２－６６４７

今年度の雪捨て場です
　今年度の雪捨て場は、昨年度同様に「矢ノ目橋」下流右岸と「諏
訪橋」下流左岸の計２箇所で、排雪時間は８時から１７時までです。
《注意事項》
・雪捨場内の事故については、責任を負いません。
・「諏訪橋」下流左岸については、ダンプ２ｔまでとします。
　また大型車での雪捨てを禁止します。
・雪以外の土砂及びゴミ等の搬入は禁止します。

諏
訪
神
社

←玉庭

県 道 川 西 小 国 線諏訪橋
羽前小松駅→

犬川
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↑
飯
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●
問
い
合
せ
先
●  

●  

●

除
雪
作
業
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
方

は
、
除
雪
車
か
ら
距
離
を
置
い
て

歩
行
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
雪
を
道
路
に
捨
て
な
い

　屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
宅
地

内
に
あ
る
雪
は
、
道
路
（
消
雪
道

路
）
や
歩
道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
が
狭
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
路
面
に
凹
凸

が
で
き
て
歩
行
者
（
特
に
通
学
中

の
児
童
生
徒
）
や
車
の
交
通
の
妨

げ
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危
険
で

す
。
各
自
治
会
内
で
注
意
を
呼
び

掛
け
合
う
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め

町報かわにし　12令和元年11月15日

ま ち か ら の お 知 ら せ
town information = Pick Up =

町報かわにし　20令和元年11月15日

　農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

基
づ
き
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
選
出
す
る
た
め
公
募
を
行
い

ま
す
。
改
選
期
は
令
和
２
年
３
月
で
、
農

業
に
精
通
し
た
方
な
ら
自
薦
・
他
薦
に
よ

り
応
募
で
き
ま
す
。

▼
推
薦
・
応
募
書
類

　町
農
業
委
員
会
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

農
業
委
員

▼
推
薦
・
募
集
期
間

　11
月
19
日
㈫
～
12
月
16
日
㈪

▼
提
出
方
法
：
町
農
業
委
員
会
ま
で
ご
持

　参
い
た
だ
く
か
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

　〒
９
９
９
ー
０
１
９
３

　川
西
町
大
字
上
小
松
１
５
６
７

　川
西
町
農
業
委
員
会
あ
て

問
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
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農業委員 農地利用最適化推進委員

主な
活動内容

農地の売買、貸し借りの許
可や転用に関する審議、人・
農地プランの推進

担当地域の農地利用の集積・
集約化、耕作放棄地の発生防
止・解消、人・農地プランの
推進

応募資格

農業に関する識見がある方
で、農地利用最適化の推進
や農業委員会に属する事項
に関する業務を適正に行う
ことができる方

農地利用最適化の推進に熱意
と識見があり、担当地域にお
いて農地利用最適化の推進活
動ができる方

任期 　令和２年３月１９日～
　令和５年３月１８日

　委嘱日～
　令和５年３月１８日

報酬 町の規定に基づき支給

定数 １０人 １６人

募集方法 推薦または応募
（両方の候補者は可能ですが、兼務はできません）

任命、
委嘱方法 町長が任命 農業委員会が委嘱

公表 募集の中間状況及び結果を町ホームページなどで公表し
ます。

※農業委員は、認定農業者が委員の過半数を占めるなどの法的要件
　があるほか、任命にあたっては町議会の同意が必要になります。

【概要】 農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

若
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
５
千
円
補
助

　グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

県
内
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
た
若
者
に

対
し
、そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
①
～
③
の
全
て
を
満
た
す
方

①
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月

　１
日
に
生
ま
れ
た
方

②
補
助
金
の
交
付
申
請
時
に
、
川
西
町
に

　住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

③
平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
２
年
２
月

　29
日
に
発
行
さ
れ
、
県
内
の
旅
券
取
扱

　窓
口
で
交
付
を
受
け
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を

　所
持
し
て
い
る
方

▼
補
助
金
額
：
１
人
あ
た
り
５
千
円

▼
申
請
方
法

　交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う

え
、
次
の
書
類
を
添
付
し
町
ま
ち
づ
く
り

課
に
提
出
く
だ
さ
い
。

①
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し

②
振
込
先
通
帳
の
写
し

※
交
付
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
期
限
：
令
和
２
年
３
月
31
日

※
詳
し
い
内
容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　覧
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
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水
道
の
漏
水
や
凍
結
に
ご
注
意
を

▼
漏
水
や
凍
結
を
防
ぐ
に
は
？

①
冬
期
間
使
用
し
な
い
水
栓
（
屋
外
の
蛇

　口
）
や
、
不
在
に
な
る
期
間
が
多
い
施

　設
（
公
民
館
な
ど
）、
数
日
間
留
守
に

　す
る
場
合
は
、
必
ず
水
抜
き
栓
や
丙
バ

　ル
ブ
な
ど
に
よ
る
止
水
を
行
っ
て
く
だ

　さ
い
。

②
凍
結
防
止
の
た
め
、
保
温
材
や
凍
結
防

　止
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
屋
外
の
蛇
口
や
立
ち
上
り
管
は
、
囲
い

　な
ど
の
防
護
で
積
雪
に
よ
る
破
損
を
防

　い
で
く
だ
さ
い
。

④
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
（
空
き
家
や

　作
業
小
屋
な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
、
町

　地
域
整
備
課
に
使
用
中
止
の
手
続
き
を

　行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
勢
い
の
低
下
、
ボ

　イ
ラ
ー
の
燃
料
消
費
量
の
増
加
、
雪
が

　溶
け
て
い
る
場
所
が
あ
っ
た
際
に
は
、

　水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

　に
町
指
定
水
道
工
事
業
者
へ
修
理
を
依

　頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課
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み
な
さ
ん
の
除
雪
・
排
雪
作
業
を
支
援

▼
対
象
団
体

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　町
民
が
主
と
な
り
組
織
し
共
同

　活
動
を
行
う
団
体

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

　地
区
協
議
会
、
大
字
単
位
の
組

　織
、
単
数
ま
た
は
複
数
の
自
治

　組
織
な
ど

▼
対
象
事
業 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
　

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

　な
ど
で
、
自
主
的
に
行
っ
た
雪

　下
ろ
し
作
業
な
ど

※
親
戚
へ
の
除
雪
作
業
は
対
象
外

②
地
域
一
斉
排
雪

　集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
や
集
落

　内
で
定
め
た
雪
押
し
場
の
排
雪

▼
申
請
方
法

　申
請
団
体
の
代
表
者
は
「
事
業

計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」「
事
業

参
加
者
名
簿
」
を
添
付
し
て
、
町

に
補
助
金
の
交
付
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
の
受
益
者

●
30
戸
以
上
　
　
　
　
　７
万
円

●
20
戸
以
上
30
戸
未
満
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満
　３
万
円

●
５
戸
以
上
10
戸
未
満
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　
　
　
　１
万
円

②
地
域
一
斉
排
雪
の
受
益
者
ま
た

　は
実
参
加
者

●
20
戸
以
上
　
　
　
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満
　３
万
円

●
5
戸
以
上
10
戸
未
満
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　
　
　
　１
万
円

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
箇
所
に

　つ
き
１
回
の
み
。

※
補
助
金
の
申
請
書
類
は
、
町
ま

　ち
づ
く
り
課
及
び
各
地
区
交
流

　セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

☎
42
ー
６
６
１
３

高
齢
者
住
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し
を
支
援

　自
力
で
除
雪
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
心
身
障
が
い
者
の
世

帯
の
み
な
さ
ん
へ
、
除
雪
援
助
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

　ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

問
町
福
祉
介
護
課

☎
42
ー
６
６
３
５

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
除
雪
作

業
や
、
自
治
会
な
ど
で
集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
の
排
雪
作
業
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
、
町
か
ら
一
定
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
み

③
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の
み

▼
交
付
要
件

①
自
力
で
除
雪
が
で
き
ず
、
親
族

　や
近
隣
の
方
の
援
助
も
受
け
ら

　れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
が
平
成
31
年
度
住
民

　税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外

※
入
院
・
施
設
入
所
に
よ
り
不
在

生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を
支
援

②
延
長
30
ｍ
以
上
で
、
道
路
幅
員

　2.5
ｍ
以
上
で
あ
り
、
沿
線
に
概

　ね
３
戸
以
上
の
住
居
等
の
要
件

　に
当
て
は
ま
る
路
線
で
あ
る
こ

　と
。（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　く
だ
さ
い
）

③
雪
の
深
さ
が
10
ｃ
ｍ
以
上
あ
る

　こ
と
。

▼
対
象
者
：
町
内
自
治
会

▼
補
助
金
額

　除
雪
単
価
に
作
業
時
間
（
10
分

単
位
）
を
乗
じ
た
額
（
出
動
の
準

備
時
間
と
待
機
時
間
は
対
象
外
）

▼
対
象
事
業

　自
治
会
が
生
活
道
路
の
確
保
の

た
め
に
、
自
治
会
住
民
に
委
託
す

る
機
械
除
雪
作
業
の
う
ち
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

①
自
治
会
が
住
民
に
除
雪
を
依
頼

　し
た
も
の

　の
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　退
院
・
施
設
退
所
な
ど
で
自
宅

　に
戻
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

　１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
ま
で

※
玉
庭
・
東
沢
地
区
の
み
４
万
５

　千
円
ま
で

※
助
成
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負

　担
と
な
り
ま
す

▼
申
込
方
法

　地
区
担
当
民
生
委
員
を
と
お
し

て
、
町
福
祉
介
護
課
に
申
請
書
を

提
出
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
の
上
限
（
除
雪
距
離
）】

①
１
０
０
ｍ
未
満
…
３
万
円

②
１
０
０
ｍ
以
上
２
０
０
ｍ
未
満

　
　
　
　
　
　
　…
５
万
円

③
２
０
０
ｍ
以
上
…
10
万
円

▼
対
象
期
間

　12
月
１
日
～
来
年
３
月
15
日

▼
申
込
方
法

　自
治
会
を
と
お
し
て
町
地
域
整

備
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
そ
の
他

　申
請
書
や
、
補
助
事
業
の
要
件

な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課

☎
42
ー
６
６
４
７
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ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談

（こころ・ひきこもりの相談含む）
12/9 ㈪・12/23 ㈪
８：３０～１７：１５ 町健康子育て課 町健康子育て課

☎ ４２－６６４０
人権なんでも
相談所

12/4 ㈬
１３：３０～１６：００ 町生きがい交流館 町住民生活課

☎ ４２－６６１６
弁護士
消費生活相談

12/11 ㈬
１４：００～１６：００

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 12/18 ㈬
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談 毎週水曜日
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
１８：００～２０：００

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

◆１２月の無料相談

１１月の町税等
●固定資産税・都市計画税（４期）
●国民健康保険税　　　　（５期）
●介護保険料　　　　　　（５期）
●後期高齢者医療保険料　（５期）
●上下水道使用料（１０月使用分）
　口座振替日　１１月２８日㈭
　納付期限　　１２月　２日㈪

　置賜各地で伝統芸能などの文化
活動に取り組んでいる子どもたち
が一堂に会し、日頃の練習の成果
を披露します。本町からは児童合
唱団キッズコーラスクローバーが
出演します。舞台上での、子ども
たちの一生懸命な姿をぜひご覧く
ださい。入場無料です。
▶日時：１１月３０日㈯
　　　　１３：３０～
▶場所
　飯豊町町民総合センターあ～す
▶出演団体：置賜３市５町より各
　１団体の計８団体
問置賜文化フォーラム事務局
☎２６－６０２１

置賜こども芸術祭２０１９
舞台芸術部門

▶名称：県営舘之北アパート
▶部屋数：８畳、６畳、４．５畳
▶戸数：１戸（４階）
▶家賃：19,300 ～ 38,000 円
▶区分：一般用（単身可）
▶優遇措置：有
▶募集日時
　１２月２日㈪～６日㈮
　１０：００～１７：００
▶入居時期：来年２月上旬
問㈱西王不動産置賜事務所
☎２４－２３３２

県営住宅入居者を募集

　 今月の 新庁舎 工事状況
　庁舎棟、車庫・エネルギー棟、防
災倉庫棟の基礎部分のコンクリート
打設が 10 月末で完了し、11 月から
は基礎部分の土の埋戻しを行ってい
ます。埋戻し完了後は庁舎棟躯体工
事に向けた準備を進めています、
　工事車両の出入りなど交通安全に
は十分留意して工事を進めますので、
ご理解とご協力をお願いします。
問町政策推進課　☎４２－６６０４ ▲上空から見た建設地

― 町報 10 月号環境クロスワード ―
▶答え
ごみを減らし町のケイカンを美しく

▶当選者：嶋貫 貞雄さん（上小松）
　次回の環境クロスワードは、町報
12 月号を予定しています。

　町女性防火クラブ主催の防火防
災講習会が１０月２４日に行われ
ました。
　今年は町女性団体連絡協議会と
町赤十字奉仕団からも参加があり
約３０人が川西消防署員から防火
や応急処置について学びました。
　参加者たちは防火・防災に関す
る講義を受けた後、心臓マッサー
ジなどの一時救命処置や消火器の
扱い方を体験し、いざというとき
の対応について理解を深めました。

いざというときに備えて
防火防災講習会を開催

　１０月１９日に町民生活安全推
進大会が開催され、町民一丸と
なって犯罪・暴力・交通事故のな
い「安全安心なまち川西」を築い
ていくことが宣言されました。
　大会では、生活安全・交通安全
功労者や防犯ポスター・標語、防
火ポスター入選者の表彰が行われ
たほか、川西中３年生２人による

「少年の主張」の発表、さらに劇
団「菜の花座」オリジナルの防犯
演劇が上演されました。

町民生活安全推進大会を
開催しました

▲心臓マッサージなどの一時救命処置を体験▲川中生が少年の主張を発表した
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ

～
か
わ
に
し
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
～

　平
成
30
年
度
町
２
分
の
３
成
人
式
に
関
わ

っ
た
昭
和
62
、63
年
生
ま
れ
の
若
者
た
ち
が
、

置
賜
公
園
に
「
三
十
路
桜
」
と
称
し
た
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
５
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　「生
ま
れ
育
っ
た
町
に
恩
返
し
が
し
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
今
後
も
み
ん
な
で
集
え
る

場
所
を
つ
く
ろ
う
と
実
行
委
員
会
（
嶋
貫
諭

委
員
長
）
が
企
画
。
今
年
１
月
に
開
催
さ
れ

た
式
の
参
加
者
に
寄
付
を
呼
び
か
け
、
若
木

の
購
入
に
充
て
ま
し
た
。

　植
樹
式
で
は
、
同
級
生
と
子
ど
も
た
ち
な

ど
約
40
人
が
和
気
あ
い
あ
い
と
若
木
に
土
を

盛
り
、桜
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　こ
の
交
流
会
は
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
川
西

ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
大
人
だ
け
で

な
く
子
ど
も
に
も
の
び
の
び
と
遊
ん
で
も
ら

お
う
と
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

秋
晴
れ
の
中
、
町
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
５

歳
児
ら
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
、
段
ボ
ー
ル
で
で
き
た
手

づ
く
り
ク
ラ
ブ
で
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
思
い

思
い
の
フ
ォ
ー
ム
で
打
ち
、
コ
ー
ス
を
駆
け

ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
何
度
も
打
っ
て
た
ど

り
着
い
た
グ
リ
ー
ン
で
は
、
カ
ッ
プ
に
ボ
ー

ル
が
入
る
と
飛
び
跳
ね
て
喜
ぶ
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

▲手づくりクラブでナイスショット！

桜
を
植
え
て 

ふ
る
さ
と
へ
の
恩
返
し

～
「
三
十
路
桜
」
を
置
賜
公
園
に
植
樹
～

▲桜の若木に土を盛っていく親子

　町
の
花
ダ
リ
ヤ
の
最
盛
期
に
、
音
楽
を
通

し
て
町
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
「
ダ
リ
ヤ

フ
ェ
ス
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　10
年
以
上
前
か
ら
上
小
松
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
Ｍ
（
ブ
ル
ー
ム
）
で
毎
月
満
月
の

夜
に
行
わ
れ
る
「
満
月
ラ
イ
ブ
」
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会
が
町
補
助
金

を
活
用
し
企
画
。
置
賜
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
11
組
の
出
演
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
多

く
の
来
場
者
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
会
場
で
集
ま
っ
た
募
金
を
台
風
19

号
災
害
の
復
旧
の
た
め
町
に
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲「吉村美和子と郷野結」のパフォーマンス

ダ
リ
ア
の
見
頃
に
音
楽
フ
ェ
ス

～
ダ
リ
ヤ
フ
ェ
ス
を
初
め
て
開
催
～

　本
町
特
産
の
紅
大
豆
を
用
い
た
カ
ゴ
メ
㈱

商
品『
農
園
応
援「
山
形
か
わ
に
し
紅
大
豆
」』

の
購
入
者
を
対
象
と
す
る
交
流
ツ
ア
ー
が
10

月
25
～
26
日
に
行
わ
れ
、
関
東
圏
な
ど
か
ら

７
～
80
歳
の
27
人
が
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　東
沢
地
区
を
主
会
場
に
、
参
加
者
が
町
民

と
触
れ
合
い
な
が
ら
紅
大
豆
の
収
穫
や
味
噌

づ
く
り
を
体
験
し
た
ほ
か
、
山
形
の
郷
土
料

理
を
味
わ
い
ま
し
た
。
収
穫
体
験
で
は
登
坂

賢
治
さ
ん
（
農
事
組
合
法
人
夢
里
）
の
協
力

の
も
と
、
畑
か
ら
株
ご
と
掘
り
起
こ
し
、
足

踏
み
脱
穀
機
に
か
け
大
豆
を
脱
穀
す
る
作
業

を
通
し
、
農
の
文
化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

10/14

紅
大
豆
を
縁
に 

川
西
町
と
出
会
う

～
株
式
会
社
カ
ゴ
メ 
現
地
交
流
ツ
ア
ー
～

▲昔ながらの足踏み脱穀機を体験する参加者

10/25

10/2610/28
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ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

　最近「不用品の回収・処分を請
け負います」などと記載したチラ
シの配布や、拡声器で案内しなが
ら軽トラックなどで巡回し、家庭
から出る粗大ごみや使えなくなっ
た家電製品ごみ等を回収する違法
業者が見受けられます。
　このような無許可の業者には、
トラブルや苦情が寄せられていま
すので、利用しないでください。
　町の許可を持っていない業者が、
粗大ごみや使えなくなった家電製
品ごみ等を有料で回収することは
認められていません。
※古紙回収や金属回収といった一
　部資源物の回収は認められてお
　ります。
問町住民生活課
☎４２－６６１８

違法な不用品回収業者
処分業者にご注意を！

お知らせ

　これからの季節、暖房などで灯
油などを使う機会が増えます。
　油の流出は、河川の水質や動植
物の生態系に大きく影響を与える
ばかりではなく、事故を起こした
ご家庭にとっても原状回復にかか
る経費等により大きな負担となる
場合があります。
▶事故を防ぐための心がけ
①その場を離れない、目を離さな
　い
→ホームタンクなどから給油をす
　る際は、絶対にその場を離れな
　いようにしましょう。
②定期点検を怠らない
→配管やホームタンクの定期点検
　に努めましょう。
※万が一油が流出してしまった場
　合は、町または消防署に必ずご
　連絡ください。
問町住民生活課
☎４２－６６１８
問川西消防署　☎４２－３７００

油流出事故にご注意を！

　年末のし尿汲み取りは大変込
み 合 い ま す。 年 内（12/17 ま
で）の汲み取りを希望される方は
12/13 ㈮までお申込みください。
　また、汲取手数料が未納の場合
は汲み取りのお申込みができませ
んので、期限内の納付にご協力を
お願いします。
▶申込先：南陽クリーンセンター
　し尿汲み取り申込所
▶電話：４０－２６１２

（受付：平日８時３０分～１７時）

お早めに申し込みを！
年末のし尿汲み取り

▶試験内容
　緊急時において、国民保護等の
関係から迅速かつ確実な情報伝達
ができるよう実施します。
　Ｊアラートからの情報を、町内
２０箇所に設置している防災行政
無線の屋外拡声支局（スピーカー）
を通じて一斉放送します。
▶試験実施日時
　１２月４日㈬　１１：００
問町総務課　☎４２－６６１２

Ｊアラート全国一斉
情報伝達試験

▶日時：１１月２７日㈬
　　　　１３：３０～１５：００
▶会場：町生きがい交流館
▶対象者：障がい者、障がい者の
　家族、ほか関心のある方
▶その他：研修会終了後に個別相
　談コーナーを設けます
問町福祉介護課
☎４２－６６３５

障がい者福祉制度研修会

▶金額
　１時間 ７９０円（２７円増）
▶効力発生日
　令和元年１０月１日
※この最低賃金は県内の労働者全
　員に適用。
問山形労働局
☎０２３－６２４－８２２４

山形県の最低賃金が
改正されました

▶日時：１１月２３日㈯
　　　　１１：３０～１６：００
▶会場：山形ビッグウイング
▶内容：講演、やまがた緑環境税
　を活用した森づくり活動発表、
　やまがた木育体験など
▶対象：森づくり活動に興味のあ
　る方、補助事業による活動を検
　討している方
問置賜総合支庁森林整備課
☎３５－９０５３

やまがたの森づくり発表会

▶日時：１２月１９日㈭
　　　　１３：３０～
▶場所：置賜総合支庁 503 会議室
▶内容：相談は先着３名。１人
　４０分。事前申し込みが必要。
問㈱西王不動産置賜事務所
☎２４－２３３２

弁護士による
住まいの無料法律相談

　昔懐かしいフォークソングや
ロック、ブルースやボサノバなど
を教えます。
　老若男女どなたでもＯＫ！ギ
ターや歌に興味があるすべての方
が対象です。ギターがなくでも大
丈夫です。
▶開催日：月２回程度
　直近では 11/19、12/3 に開催
▶時間：１９：３０～２２：３０
▶会場
　ヘアサロンＢＬＵＥＭ（上小松）
▶会費：無料
問ギター愛好会奏手 中村
☎０９０－２９８２－１９３４

ギター愛好会「奏
か な で

手」
会員募集中
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「
将
来
の
仕
事
」
を
高
校
生
が
体
験

～
職
業
体
験
会
「
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
」
in
置
賜
農
業
高
校
～

　町
内
全
域
を
対
象
と
す
る
移
動
販
売
サ
ー

ビ
ス
が
11
月
５
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
申
込
の
あ
っ
た
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
な
ど
を
対
象
に
移
動
販
売
車

が
訪
れ
、
食
料
品
や
日
用
品
の
買
い
物
の
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
き
ら
り
よ
し
じ

ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
体
と
な
り
、
町
内
ス

ー
パ
ー・商
店
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　利
用
者
は
「
自
宅
ま
で
来
て
も
ら
え
る
の

は
あ
り
が
た
い
」「
冬
場
は
特
に
助
か
る
サ

ー
ビ
ス
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　新
規
利
用
申
込
受
付
中
で
す
。
吉
島
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー（
☎
44
ー
２
８
４
０
）ま
で
。

　幼
児
や
小
学
生
対
象
の
「
省
エ
ネ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
10
月
31
日
・
11
月
1
日
に
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
地
球
温
暖
化
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　６
人
の
講
師
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
粘
土
ア
ニ

メ
、
町
交
流
館
あ
い
ぱ
る
内
壁
に
描
か
れ
て

い
る
「
ラ
ビ
ー
ン
」
を
目
の
前
で
描
く
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
絵
本
の
朗
読
な
ど
を
通
し
、

環
境
問
題
へ
の
関
心
を
促
し
ま
し
た
。

　地
球
温
暖
化
対
策
の
国
民
運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）」

に
町
は
平
成
29
年
に
賛
同
し
て
い
て
、
啓
発

事
業
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

▲奏でられる音楽（左）と絵本の朗読（右）

見
て
、
聞
い
て
、
省
エ
ネ
を
学
ぶ

～
こ
ど
も
省
エ
ネ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

　今
シ
ー
ズ
ン
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
営
業
が

11
月
４
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　夏
場
の
高
温
に
よ
り
見
頃
が
例
年
よ
り
も

遅
れ
た
今
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
が
、
関
係
者
の

尽
力
に
よ
り
秋
に
は
約
６
５
０
種
の
ダ
リ
ア

が
見
事
に
咲
き
誇
り
、
お
よ
そ
４
万
５
千
人

の
方
に
ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
後
の
開
園
日
に
行
わ
れ
た
「
切
り
花
ダ

リ
ア
収
穫
デ
ー
」
で
は
、
ハ
サ
ミ
と
ラ
ッ
ピ

ン
グ
フ
ィ
ル
ム
を
手
に
大
き
さ
や
形
の
異
な

る
ダ
リ
ア
を
集
め
て
、
自
分
だ
け
の
花
束
を

つ
く
る
多
く
の
来
園
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

▲自宅前に移動販売車を停めて買い物

11/7

園
内
の
ダ
リ
ア
で
自
分
だ
け
の
花
束
を

～
川
西
ダ
リ
ヤ
園
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
を
終
了
～

11/4

▲測量機材の使い方を習う高校生

お
年
寄
り
の
買
い
物
を
支
援

～
移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
が
11
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
～

11/5

▲約３千人が来場した「切り花ダリア収穫デー」

　置
賜
農
業
高
校
の
１
年
生
88
人
が
18
事
業

所
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

　建
設
業
や
美
容
業
な
ど
業
種
は
多
岐
に
わ

た
り
、
生
徒
た
ち
は
時
間
内
で
２
つ
の
職
種

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
町
内
か
ら
も
㈱
殖

産
工
務
所
、
㈱
藤
島
建
設
、
㈱
藤
倉
設
備
、

美
容
室
パ
ル
フ
ァ
ン
、
川
西
消
防
署
の
５
事

業
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

　地
元
に
あ
る
仕
事
の
魅
力
を
体
験
を
通
し

て
発
見
し
、
地
元
就
職
を
促
す
目
的
で
、
置

賜
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
な
ど
が
主
催
し
ま

し
た
。

10/31

11　町報かわにし 令和元年11月15日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

台
風
19
号
を
教
訓
に

　立
冬
を
迎
え
、
午
後
４
時
半
に
は
日
が

沈
み
、
交
通
事
故
が
最
も
心
配
さ
れ
る
時

期
で
す
。
運
転
手
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
前
方
に
注
意
し
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
や
自
転
車
は
夜
光
反
射
材
な
ど
運

転
手
に
よ
く
見
え
る
も
の
を
身
に
着
け
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

　11
月
３
日
、
町
民
表
彰
式
典
に
お
い
て

地
方
自
治
功
労
者
６
名
、
長
堀
堰
農
業
賞

１
団
体
１
名
、
商
工
業
振
興
賞
１
名
が
晴

れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

藍
綬
褒
章
を
１
名
、
瑞
宝
単
光
章
を
２
名

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
は
卓
越
し
た

ご
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
町
発
展

の
た
め
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　先
月
、
台
風
19
号
に
よ
り
日
本
列
島
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
、
本
町
に
お
い
て
も

下
黒
川
、
吉
島
西
原
を
中
心
に
床
上
・
床

下
浸
水
、
町
道
林
道
の
欠
損
、
河
川
の
決

壊
、
農
作
物
の
冠
水
や
稲
わ
ら
の
堆
積
な

ど
予
想
以
上
の
被
害
に
な
り
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
町
は
大
雨
洪
水
警
報
が
発

令
さ
れ
る
と
と
も
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
、
避
難
勧
告
を
発
令
し
避
難
所
の
設
置

や
水
防
団
へ
出
動
を
要
請
、
町
民
の
安
全

確
保
に
当
た
り
ま
し
た
。
最
上
川
の
水
位

は
氾
濫
危
険
水
位
に
上
昇
、
国
か
ら
元
宿

川
の
水
門
を
閉
鎖
す
る
と
連
絡
が
あ
り
、

避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
幸
い
人
命
に

か
か
わ
る
被
害
は
な
く
、
協
力
い
た
だ
い

た
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
多
く
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
回
は
様
々
な
課
題
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
米
沢
市
や
高
畠
町
に
比
べ
半
分

程
度
の
雨
量
に
関
わ
ら
ず
、
最
上
川
の
増

水
に
よ
っ
て
支
流
の
流
下
が
滞
り
浸
水
が

発
生
し
ま
し
た
。
河
川
の
河
床
が
上
が
り

支
障
木
の
影
響
で
流
下
能
力
が
低
下
し
て

い
ま
す
。
町
の
災
害
対
策
本
部
で
は
、
的

確
な
情
報
収
集
、
避
難
所
設
置
な
ど
初
動

体
制
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
洪

水
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
所
の
見
直

し
も
必
要
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
し

ま
す
。
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
を

取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
応
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

こ
の
資
料
は
町
埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館
（
町
交
流
館
あ
い
ぱ
る
内
）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　問
町
生
涯
学
習
課
　☎
44
ー
２
８
４
３

  

墳
丘
調
査
図

な
発
掘
調
査
を
経
て
、
４
世
紀
か

ら
６
世
紀
に
か
け
て
築
か
れ
た
古

墳
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　調
査
図
に
記
さ
れ
て
い
る
墳
丘

の
な
か
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
中
心
に
記

さ
れ
て
い
る
「
舞
台
山
」
は
、
今

日
小
森
山
支
群
と
し
て
多
く
の
人

が
訪
れ
る
、
町
を
代
表
す
る
貴
重

な
文
化
財
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
先
人
の
長
き
に

わ
た
る
研
究
の
軌
跡
と
熱
い
思
い

が
感
じ
ら
れ
る
、
下
小
松
古
墳
群

は
じ
ま
り
の
資
料
で
す
。

▲310㎝× 172㎝の調査図（部分）

　こ
の
資
料
は
、
犬
川
小
学
校

の
訓
導
を
務
め
た
後
藤
忠
恕
氏

が
、
昭
和
６
年
か
ら
同
23
年
に
か

け
て
下
小
松
丘
陵
一
帯
を
踏
査
し
、

２
０
０
基
以
上
も
の
人
工
的
に
土

を
盛
っ
た
塚
の
分
布
を
記
し
た
字

切
図
で
す
。

　こ
の
調
査
図
の
範
囲
内
で
は
、

中
世
の
も
の
と
み
ら
れ
る
須
恵
器

系
の
甕
や
壺
、
火
葬
墓
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
小

松
の
塚
も
中
世
の
墳
墓
群
だ
ろ
う

と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、
近
隣

の
地
域
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ
り

稲
荷
森
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
や

天
神
森
古
墳
（
前
方
後
方
墳
）
が

確
認
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
58

年
に
こ
の
調
査
図
を
も
と
に
町
が

踏
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
塚

の
な
か
に
鍵
穴
型
を
な
す
も
の
15

基
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
後
10
年
以
上
に
わ
た
る
本
格
的

秋
の
褒
章  

藍
綬
褒
章

長
岡 

弘
一
さ
ん
（
玉
庭
）

　

昭
和
55
年
、
町
消
防
団
に
入
団
し
、
消

防
活
動
に
情
熱
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　第
５
分
団
長
を
経
て
平
成
17
年
、
副
団

長
に
就
任
し
、
団
長
を
補
佐
し
消
防
団

ラ
ッ
パ
隊
や
女
性
消
防
団
の
充
実
強
化
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

　消
防
団
員
の
勧
誘
困
難
な
地
域
や
未
組

織
地
区
の
解
消
に
向
け
、
町
内
唯
一
消
防

団
未
結
成
の
地
区
で
あ
っ
た
小
松
地
区
北

区
の
住
民
に
対
し
幾
度
と
な
く
懇
談
会
を

開
き
、
住
民
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
団
員

の
勧
誘
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
平
成
25

年
念
願
の
新
た
な
班
を
見
事
結
成
さ
せ
ま

し
た
。

　団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
に
よ
っ
て
町

外
勤
務
者
が
多
く
な
り
、
日
中
不
在
に
よ

る
初
動
体
制
の
遅
れ
を
来
す
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
平
成
18
年
度
に
設
立
さ
れ
た
消

防
団
員
日
中
不
在
対
策
委
員
会
で
は
、
ポ

ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
災
害

出
動
体
制
の
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
初
動
体

制
の
確
立
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
内
の
消
防
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、

小
型
ポ
ン
プ
か
ら
機
動
力
の
あ
る
小
型
動

川
西
町
消
防
団
副
団
長

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲  

瑞
宝
単
光
章

佐
藤 

小
二
郎 

さ
ん
（
上
小
松
）

　昭
和
44
年
、
川
西
町
消
防
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
消
防
士
と
し
て
持
ち
前
の
行

動
力
を
発
揮
し
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
４
年
庶
務
係
長
に
就
任
し
、
消
防

団
ラ
ッ
パ
隊
や
女
性
消
防
団
の
育
成
に
も

力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
、
署
長

補
佐
に
就
任
し
署
の
当
直
責
任
者
と
し
て

職
員
相
互
の
融
和
を
大
切
に
し
、
指
揮
監

督
を
し
な
が
ら
署
体
制
の
確
立
と
資
質
の

向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲  

瑞
宝
単
光
章

遠
藤 

信
幸 

さ
ん
（
上
小
松
）

　昭
和
55
年
に
法
務
事
務
官
看
守
と
し
て

盛
岡
少
年
刑
務
所
に
採
用
さ
れ
、
平
成
８

年
に
看
守
部
長
、
平
成
21
年
に
副
看
守
長

に
昇
進
さ
れ
ま
し
た
。

　刑
事
被
告
人
を
主
に
収
容
す
る
山
形
刑

務
所
米
沢
拘
置
支
所
に
勤
務
し
た
際
は
、

収
容
棟
担
当
と
し
て
巡
回
視
察
を
お
ろ
そ

か
に
す
る
こ
と
な
く
精
励
さ
れ
、
極
度
の

緊
張
を
強
い
ら
れ
る
中
、
確
実
な
身
柄
の

保
持
と
罪
証
隠
滅
の
防
止
に
努
め
、
厳
正

な
刑
事
裁
判
の
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
の
導

入
を
積
極
的

に
推
し
進
め

る
な
ど
、
消

防
力
の
向
上

に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

 
令
和
元
年
秋
の
褒
章
等

　
　
受
章
者
の
ご
紹
介

町報かわにし　8令和元年11月15日 町報かわにし　24令和元年11月15日

10/12 か わ に し 産 業 フ ェ ア 2019

味わうかわにしの産業の魅力
　町の農業や商工業など「産業」が集結したかわ
にし産業フェアには約 1,500 人が来場しました。
　悪天候のためすべて屋内で行われたフェアでは、
１６社が出展した企業展、力作ぞろいの絵画コン
クール作品展、ステージイベントをその目で楽し
む方、木材で巣箱を手づくりするＤＩＹ体験を夢
中で楽しむ方などでにぎわいました。小松小学校
体育館でのプロレスも大迫力でした。

11/2,3 川 西 町 芸 術 文 化 祭

プラザで堪能する芸術の秋
　毎年恒例で町芸術文化協会が主催するこのイベ
ントは、１８団体が出演するステージ公演や絵画・
写真などの展示を楽しめる町の芸術の祭典です。
　公演では置賜農業高校演劇部が登場すると、若
さ溢れるダンスと元気な掛け声の圧巻のステージ
を見せ、会場は大きな拍手に包まれていました。
また会場内には呈茶スペースが設けられ、裏千家
茶道愛好会が点てたお茶を来場者が味わいました。

【写真の説明】①親子で巣箱をつくるＤＩＹ体
験　②町中央公民館でのダリアアレンジメン
ト　③小松小体育館での「んめもんプロレス」
④企業展には１６社が出展　⑤小松小駐車場
に置農生などが軽食を販売

①②

③

④

⑤

①

⑤

【写真の説明】①日本舞踊川西藤波会の公演
「ほおずき」　②町民写真展の作品に見入る来
場者③呈茶席では裏千家茶道愛好会の方々が
おもてなし　④川西吟友会のみなさん　⑤若
さ溢れるダンスを披露する置賜農業高校演劇
部のみなさん②

④③

9　町報かわにし 令和元年11月15日



福 祉 と 介 護 の ひ ろ ば

　冬
場
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
灯
油
購

入
費
用
を
一
部
助
成
す
る「
福
祉
灯
油
券
」

を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

　町
内
に
居
住
し
、
平
成
31
年
度
住
民
税

が
全
員
非
課
税
で
左
記
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
該
当
す
る
世
帯

①
高
齢
者
世
帯

　・
満
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
障
が
い
者
世
帯
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　当
す
る
世
帯
）

　・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持
し
て

　
　い
る
方
が
同
居

　・
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方
が

　
　同
居

　・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

　
　所
持
し
て
い
る
方
が
同
居

③
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
次
の
い
ず
れ
か
に

　該
当
す
る
世
帯
）

　・
対
象
児
童
（
18
歳
に
到
達
し
た
日
以

　
　降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
方
）

　
　と
そ
の
父
ま
た
は
母
の
ど
ち
ら
か
で

　
　構
成
さ
れ
る
世
帯

　・
両
親
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
等
の

　
　理
由
に
よ
り
対
象
児
童
を
扶
養
し
て

　
　い
る
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
、
該
当
者
が
社
会
福
祉

　施
設
等
に
入
所
、
入
院
中
の
場
合
は
対

　象
外

灯
油
購
入
費
用
を
５
千
円
分
助
成
し
ま
す

▼
助
成
内
容

　１
世
帯
あ
た
り
５
千
円
分
の
福
祉
灯
油

券
を
支
給

▼
利
用
可
能
店
舗

　町
内
の
石
油
組
合
加
盟
店
と
ジ
ェ
イ
エ

イ
サ
ー
ビ
ス
お
き
た
ま
給
油
所

▼
申
請
方
法

　対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、

町
福
祉
介
護
課
へ
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す

る
か
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
灯
油
券
の
利
用
期
間

　令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な
く
な
り

　ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
町
福
祉
介
護
課
　☎

42
ー
６
６
３
５

▼
日
時
：
12
月
１
日
㈰
　10
時
～
正
午

▼
会
場
：
町
中
央
公
民
館

▼
内
容

【
第
１
部
】

　脳
が
よ
ろ
こ
ぶ
！
笑
顔
が
う
ま
れ
る
！

　シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
体
操

認
知
症
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

【
第
２
部
】
認
知
症
対
策
事
業
に
つ
い
て

　①
国
に
お
け
る
認
知
症
の
取
り
組
み

　②
川
西
町
の
認
知
症
対
策
事
業
の
紹
介

【
第
３
部
】
講
演

　演
題
：
認
知
症
の
診
断
・
治
療
・
予
防

　
　
　
　に
つ
い
て

　講
師
：
公
立
置
賜
総
合
病
院
医
療
連
携

　
　
　
　副
部
長
兼
医
長
（
精
神
科
）

　
　
　
　鈴
木 

春
芳 

氏

▼
参
加
料
：
無
料

▼
参
加
申
込
：
左
記
ま
で
電
話
く
だ
さ
い
。

問
南
陽
市
東
置
賜
郡
医
師
会
事
務
局

☎
43
ー
４
４
１
４

参
加
者
募
集
中
！

　３
か
月
以
内
で
目
標
歩
数
達
成
（
40
万

歩
ま
た
は
60
万
歩
）
を
目
指
す
事
業
で
す
。

10
月
末
現
在
の
参
加
者
は
延
62
名
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
事
業 

楽ら
く
し
ょ
う
け
ん
ぽ

笑
健
歩

目
標
達
成
者
を
紹
介
し
ま
す

佐
竹
和
男
さ
ん
、
黒
澤
雄
一
さ
ん
、
後
藤

し
づ
ゑ
さ
ん
、
吉
水
裕
子
さ
ん
、
多
田
謙

吉
さ
ん
、
山
口
誠
さ
ん
、
鈴
木
雅
典
さ
ん
、

齋
藤
研
介
さ
ん 

他
21
名

問
町
健
康
子
育
て
課

☎
42
ー
６
６
４
０

町
商
工
会
青
年
部
の
取
り
組
み

　川
西
町
商
工
会
青
年
部
（
舩
山
宏
和
部

長
）
の
み
な
さ
ん
に
今
年
６
～
９
月
の
間

歩
数
計
を
付
け
て
歩
数
を
記
録
い
た
だ
く

取
り
組
み
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「一
日
の
平
均
歩
数
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
歩
数
計
を
持
ち
歩
く
の
が
習
慣

に
な
っ
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　働
き
盛
り
世
代
は
忙
し
く
、
健
康
づ
く

り
は
後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
取

り
組
み
の
よ
う
に
、
歩
数
を
測
る
こ
と
か

ら
健
康
づ
く
り
を
ぜ
ひ
始
め
ま
し
ょ
う
。
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令和元年度 川西町民表彰

　１１月３日、町議場で令和元年度町民表彰式典を行いました。
　町では、昭和５０年制定の「川西町表彰条例」、昭和５６年制定の「川西町長堀堰農業振興基金条例」、平成
２７年制定の「川西町商工業経営近代化育成基金条例」に基づく表彰を行い、それぞれの分野でご活躍された９
名に表彰状と記念品を贈呈しました。
　受賞者を代表して佐々木賢一さんが「同僚議員と議会改革に取り組んだことを誇りに思いますし、２８年間も
議員として働くことができたのは町民のおかげです。」と謝辞を述べられました。
　受賞された皆さん、おめでとうございます。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

佐々木 賢一 さん（上奥田）

　平成３年の初当選以来７期２８
年間の長きにわたり、町議会議員
として地方自治の振興発展に貢献
されました。
　議長、副議長を歴任され議会権
能の高揚と議会運営の円滑化に尽
力されました。また、議会だより
編集に携わる委員長として、町村
議会広報全国コンクールにおいて
平成２６年、２７年には最優秀賞
を受賞するなど、広聴広報活動の
充実に努められました。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

金子 一郎 さん（西大塚）

　平成３年の初当選以来７期２８
年間の長きにわたり、町議会議員
として地方自治の振興発展に貢献
されました。
　議長、副議長を歴任され議会権
能の高揚と議会運営の円滑化に尽
力されました。また、置賜地方町
村議会議長会副会長を務められ、
町村議長会の発展にも寄与された
ほか、新庁舎整備特別委員会委員
長として、新庁舎建設に向けたと
りまとめや調整に努められました。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

齋藤 修一 さん（吉田）

　平成７年の初当選以来６期２４
年間の長きにわたり、町議会議員
として地方自治の振興発展に貢献
されました。
　議長、副議長を歴任され議会権
能の高揚と議会運営の円滑化に尽
力されました。また、監査委員と
して指導に重点を置いた監査の実
施に努められたほか、置賜地方町
村議会議長会会長・山形県町村議
会議長会会長を務められ、町村議
長会の発展にも寄与されました。

町報かわにし　6令和元年11月15日

健 康 ひ ろ ば

●南陽東置賜休日診療所
　住　　所：南陽市椚塚４２０－７
　電　　話：４０－３４５６
　診 療 日：日曜日・祝祭日
　時　　間：８：４５～１１：４５
　　　　　　１３：００～１６：３０
　診療科目：主に内科、小児科

このページの内容に関する問い合わせ先　町健康子育て課　☎４２－６６４０

歯科休日当番医
時間：午前９時～午後３時
期日 担当歯科医院 電話番号
11/17 足立歯科医院（米沢） 23-4182
11/23 高橋歯科医院（南陽） 47-6222
11/24 林歯科医院（米沢） 22-8148
12/ 1 桜井歯科医院（南陽） 43-2125
12/ 8 りんせんじ歯科（米沢） 21-6487
12/15 板垣歯科クリニック（南陽） 50-3348

休日診療所

健康づくりセミナー
　▶日　時：１２月５日㈭　１３：３０～
　▶場　所：町農村環境改善センター
　▶テーマ：どうしてこわいの？高血圧と糖尿病
　▶内　容：男性運動教室の活動事例紹介
　　　　　　安日クリニック（南陽市）院長の講演
　▶参加料：無料
　▶申　込：１２月４日㈬までお電話ください

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★

▶風邪などの日常的な病気の
ときはかかりつけ医を受診し、
高度な治療が必要な病気のと
きはかかりつけ医に適切な病
院を紹介してもらいましょう。
▶その際、かかりつけ医の診
療情報を持参しましょう。

ときはかかりつけ医を受診し、

院を紹介してもらいましょう。

　今
年
度
の
町
の
検
診
日
程
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
下
表
の
と
お
り
追
加
検
診
日
を

設
け
ま
す
。

　各
種
検
診
を
ま
だ
受
け
て
な
い
方
は
こ

の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
：
南
陽
検
診
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物
：
健
康
診
断
の
ご
案
内
、
問
診

　票
２
枚
、
検
診
料
金
、
健
康
保
険
証
、

　検
体
（
検
尿
・
検
便
用
）、
無
料
ク
ー

　ポ
ン
券
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

▼
申
込
方
法
：
町
健
康
子
育
て
課
ま
で
お

　早
め
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
は
、

　令
和
２
年
２
月
29
日
ま
で
個
別
医
療
機

　関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
に

　直
接
ご
予
約
の
う
え
、
お
受
け
く
だ
さ

　い
。 検

診
日
程
を
追
加
し
ま
す

検　診　項　目

期日・定員・受付時間
12/16 ㈪・12/17 ㈫ 来年 1/20 ㈪・1/21 ㈫

各 40名ずつ 各 20名ずつ
①総合健診
　・特定健診（国民健康保険加入者）
　・がん検診（胃がん、大腸がん、呼吸器検診等）
　・肝炎ウイルス検診等

8：30～ 9：00

②国保人間ドック （男性）7：15～ 7：45
（女性）6：45～ 7：15

7：00～ 7：30
③子宮頸がん検診・乳がん検診 6：45～ 7：15

今
年
度
、
検
診
を
受
け
ら
れ
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
！
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川西町表彰条例表彰
地方自治功労

髙梨 勇吉 さん（上小松）

　平成７年の初当選以来６期２４
年間の長きにわたり、町議会議員
として地方自治の振興発展に貢献
されました。
　副議長、産業建設常任委員会委
員長、予算特別委員会委員長など
を歴任され、議会権能の高揚と議
会運営の円滑化に尽力されました。
また監査委員として、公正で合理
的な行政運営確保と効率的な行財
政執行のため、指導に重点を置い
た監査実施に努められました。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

遠藤 章一 さん（黒川）

　平成１９年の初当選以来３期
１２年間の長きにわたり、町議会
議員として地方自治の振興発展に
貢献されました。
　副議長、産業厚生常任委員会委
員長、総務文教常任委員会委員長、
議会運営委員会委員長などの要職
を歴任され、持ち前の手腕を十分
に発揮されて、議会権能の高揚と
議会運営の円滑化に尽力されまし
た。

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

斉藤 智志 さん（小松）

　平成１９年の初当選以来３期
１２年間の長きにわたり、町議会
議員として地方自治の振興発展に
貢献されました。
　産業厚生常任委員会委員長、総
務文教常任委員会委員長、置賜広
域病院組合議会議員、議会運営委
員会委員長などの要職を歴任され、
持ち前の手腕を十分に発揮されて
議会権能の高揚と議会運営の円滑
化に尽力されました。

川西町長堀堰農業振興基金条例表彰
川西町長堀堰農業賞

川西町紅大豆生産研究会
　平成１８年５月に町内の伝統的
な家庭料理の食材として利用され
ていた「赤豆」を復活させるべく
立ち上げた団体で、生産・ＰＲ活
動に取り組んでこられました。
　平成２１年に「紅大豆」を守り
育てていくため商標登録を行い品
質保証と消費拡大に取り組まれ、
町の特産品づくりに貢献するとと
もに、紅大豆の生産振興をけん引
するなど、本町農業の振興発展に
寄与されました。

川西町長堀堰農業振興基金条例表彰
川西町長堀堰農業賞

髙橋 敬一 さん（吉田）

　昭和４４年に就農し、これまで
米・酪農等複合経営に取り組んで
こられました。
　水田経営では吉島地区農業振興
対策協議会会長を、酪農経営では
川西町酪農振興協議会会長、ＪＡ
山形おきたま酪農振興会会長、東
北生乳販売農業協同組合連合会生
乳受託販売委員山形県代表を務め
られ、乳価安定や酪農農家のレベ
ルアップを図り、本町農業の振興
発展に寄与されました。

川西町商工業経営近代化育成基金
条例表彰　　川西町商工業振興賞

齋藤 隆則 さん（上小松）

　有限会社肉の斎藤二代目代表取
締役として、良質な食肉を販売し、
お食事処味斎では焼肉、すき焼き
などの肉料理を提供し素材の良さ
と味を求めて日々精進なされ、商
品開発では「米沢牛のミルフィー
ユ」が全国食肉惣菜コンテストで
優勝、「牛賜」は見事に農林水産
大臣賞を受賞しました。
　また川西商業協同組合の二代目
理事長として地域経済活性化と本
町商工業の発展に寄与されました。

令和元年度 川西町民表彰

7　町報かわにし 令和元年11月15日



はじめての　　　
バースデー　　　

たまやま りく くん かんの やまと くん

平成３０年
１１月誕生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介する
コーナーです。
　町が行う９・10 か月児健康教室に参加されたお子さ
んを広報担当が撮影し、誕生月に発行する町報かわに
しにお名前とともに掲載します。

　　　　

  

　

■ 

ガ
ー
ナ
の
は
な
し

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６１３
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　今
年
９
月
11
日
に
、
町
立
図

書
館
の
イ
ベ
ン
ト
「
夜
の
図
書

館
」
に
て
「
青
年
海
外
協
力
隊

Ｏ
Ｂ
が
語
る
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

だ
け
じ
ゃ
な
い
ガ
ー
ナ
の
話
」

と
題
し
て
、
私
が
見
て
き
た

ガ
ー
ナ
の
生
活
、
文
化
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　チョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
、
ガ
ー

ナ
と
聞
い
て
日
本
人
が
よ
く
思

い
浮
か
べ
る
も
の
か
ら
話
を
始

め
、
ガ
ー
ナ
で
亡
く
な
っ
た
野

口
英
世
に
つ
い
て
、
町
立
図
書

館
の
蔵
書
を
絡
め
つ
つ
紹
介
し

ま
し
た
。

　今回
は
主
に
ガ
ー
ナ
の
特
徴

的
な
文
化
、
食
生
活
や
土
を

使
っ
て
作
る
住
居
、
宗
教
や
国

民
性
な
ど
を
写
真
と
と
も
に
紹

介
し
ま
し
た
。

　短
い
時
間
で
し
た
が
、
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
、

ガ
ー
ナ
の
村
落
部
で
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
、
私
の
配
属
先

で
あ
っ
た
職
業
訓
練
校
や
、
パ

ソ
コ
ン
の
先
生
と
し
て
の
私
の

活
動
な
ど
、
今
回
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
も
語
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲民族衣装でトークする林俊宏隊員

林

　俊宏 

　
（
岐
阜
県
出
身
・
小
松
地
区
在
住
）

ささき もか ちゃん きくち りお ちゃん

子 育て支 援センターに新しい遊 具
　上小松のヘアサロンＢＬＵＥＭ（ブルーム）で行っている
音楽ライブでの募金を町に寄付いただき、町子育て支援セ
ンターに各種遊具を設置しました。
　遊具は、初めての乗り物体験に最適なトレーニングミ
ニバイクや２人乗りのワゴンカート、立ち乗り三輪スクー
ター、ミニシーソー、すべり台など、支援センターの広い
庭園や、冬場でも室内のホールでのびのびと遊べるものと
なっています。
　10/29にはさっそく子どもたちが新しい遊具に目を輝か
せ、楽しく遊んでいる姿がみられました。
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夜
通
し
の
水
防
・
救
助
活
動

　５
、６
年
前
の
豪
雨
で
千
松
寺
付
近
が
浸

水
し
た
の
で
、
ま
ず
は
第
３
分
団
全
員
で
長

堀
用
水
路
に
土
の
う
を
設
置
す
る
よ
う
指
示

を
し
ま
し
た
。

　地
区
内
の
河
川
を
巡
視
し
て
い
る
と
黒
川

の
水
位
が
か
な
り
危
険
に
な
っ
て
い
る
の
を

発
見
し
ま
し
た
。
浸
水
の
高
さ
は
み
る
み
る

上
昇
し
た
の
で
、
深
夜
に
下
黒
川
、
館
、
河

内
の
３
自
治
会
の
全
戸
を
手
分
け
し
て
回
り
、

避
難
す
る
よ
う
声
が
け
を
し
ま
し
た
が
、
水

害
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
「
避
難
」

と
い
う
考
え
自
体
が
住
民
に
十
分
浸
透
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　明
け
方
に
は
下
黒
川
一
帯
が
腰
の
上
ま
で

水
が
上
が
り
、
浸
水
の
た
め
夜
間
に
避
難
で

き
な
か
っ
た
お
年
寄
り
や
子
ど
も
が
い
た
の

で
、
８
時
こ
ろ
か
ら
ボ
ー
ド
で
救
助
に
向
か

い
、
３
時
間
ほ
ど
警
察
や
消
防
署
と
と
も
に

対
応
し
ま
し
た
。

う
ま
く
い
っ
た
部
分
と

こ
れ
か
ら
の
課
題

　団
員
一
人
ひ
と
り
が
地
元
を
守
ろ
う
と

い
う
使
命
感
を
持
っ
て
い
た
と
感
じ
ま

し
た
。
分
団
内
の
指
揮
命
令
系
統
が
ス

ム
ー
ズ
で
多
く
の
団
員
が
参
集
し
た
こ
と

や
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
数
々
の
役
割

を
分
担
し
実
行
に
移
せ
た
こ
と
、
そ
し
て

排
水
時
の
ポ
ン
プ
操
作
が
上
手
く
い
っ
た

こ
と
は
日
頃
の
鍛
練
の
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。
犬
川
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
所
有
の
ゴ

ム
ボ
ー
ト
を
用
い
て
救
助
活
動
を
し
た
こ

と
は
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
浸
水
し
た
黒
川
地
域
全
戸
に
避

難
の
声
が
け
を
し
た
際
に
黒
川
在
住
者
以

外
の
団
員
は
、
水
の
下
で
見
え
な
い
深
い

箇
所
な
ど
が
分
か
ら
ず
家
々
に
た
ど
り
着

く
ま
で
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
土
地
勘
を
付
け
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
、
消
防
団
員
が
い
な
い
自
治
会
を
無

く
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
川
西
消
防
署
や
団
員
同
士
で
や
り
取

り
す
る
無
線
が
繋
が
り
に
く
か
っ
た
の
で

携
帯
電
話
に
頼
っ
た
部
分
が
多
か
っ
た
で

す
。　な

か
な
か
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
の
で
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
い
つ

来
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

川西町消防団第３分団長
小倉 慎吾 さん（下小松）

　この経験を
未来の防災の
　　第一歩に

15
時
28
分

15
時
38
分

17
時
48
分

18
時
45
分

19
時
00
分

19
時
45
分

20
時
28
分

21
時
43
分

21
時
46
分

22
時
26
分

23
時
10
分

時
系
列
で
振
り
返
る
災
害
状
況

大
雨
警
報
が
発
令

町
総
務
課
が
警
戒
体
制
に
（
第

１
次
体
制
）

洪
水
警
報
が
発
令

災
害
対
策
連
絡
会
議
を
設
置

（
第
２
次
体
制
）

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
等
が

行
動
開
始

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令

消
防
団
待
機
命
令
、
以
降
分
団

ご
と
に
順
次
出
動

災
害
対
策
本
部
を
設
置
（
第
３

次
体
制
）

大
塚
・
犬
川
・
中
郡
・
吉
島
の

４
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

誕
生
川
が
避
難
判
断
水
位
を
超

え
る

４
地
区
の
緊
急
避
難
所
を
開
設

黒
川
が
避
難
判
断
水
位
を
超
え

る

10
月
12
日

１
時
19
分

１
時
49
分

２
時
45
分

高
豆

　地
内
で
10
数
棟
が
浸
水

国
か
ら
元
宿
川
水
門
閉
鎖
の
連

絡
、
川
沿
い
住
民
に
広
報
開
始

（
広
報
車
・
防
災
無
線
）

町
道
新
町
茨
虫
線
の
一
部
が
冠

水
で
通
行
止

10
月
13
日

▲ゴムボートで住民を避難させた第３分団員

町報かわにし　4令和元年11月15日

こそだてＮＡＶＩ

内容 対象 期日 受付時間 備考

ママ＆キッズ
エクササイズ教室

ひとり歩きするお子さん～就園
前のお子さんとお母さん 12/ 6 ㈮

13：30 開始
※開始時間５分前までお越し
　ください。

内容：親子で楽しく運動
申込：11/6 から受付開始
　　  （先着 20 名）

３歳６か月児健康診査 H28.5.21 ～ 7.10 生 12/13 ㈮ 13：15 ～ 13：30

ぴかぴか歯っぴい教室
① H29.12 生の２歳児
② H28.12、H29.6、H30.10 生
③ママ・パパになる方

12/19 ㈭
① 13：20 ～ 13：30
② 13：30 ～ 14：00
③ 13：50 ～ 14：00

歯科健診やフッ素塗布
（希望者 500 円）

すくすく赤ちゃん健康診査 R1.7.16 ～ 9.15 生 12/20 ㈮ 13：15 ～ 13：30

● 健康子育て課からのお知らせ

イベント 場所 期日 時間 備考

ルンルン子育て広場 子育て支援センター

11/26 ㈫

9：30 ～

大好き！小麦粉粘土

12/ 6 ㈮ 新聞紙で遊ぼう

12/18 ㈬ クリスマスコンサート

町立幼児施設の開放
美郷幼稚園 12/ 3 ㈫

10：00 ～ 11：00
北斗幼稚園 12/ 4 ㈬

● 子育て支援センター『こあら』からのお知らせ

問町健康子育て課　☎４２－６６４０

問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

▶会場：町生きがい交流館（上小松）

幼児ことばの相談室
　　▶対象：ことばに関する相談を希望する
　　　　　　保護者と就学前のお子さん
　　▶内容：言語聴覚士による相談対応
　　▶日時：12/16 ㈪　9：00～
　　▶申込：下記まで電話（完全予約制）
　　問町健康子育て課　☎４２－６６７１

子育て支援医療証を郵送します

▶今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：１１月２日～１２月１日
▶郵送日：１１月２２日㈮（予定）
問町住民生活課　☎４２－２１１４

離乳食教室
▶対　象
　妊婦さん、離乳食期のお子さんを持つ保護者の方
▶日　時：11/26 ㈫　9：30～（受付 9：15～）
▶場　所：町農村環境改善センター
▶内　容：離乳食のすすめ方のお話、調理実習、
　　　　　試食、個別相談
▶持ち物：エプロン、バンダナ、手拭用タオル、
　　　　　内履き、筆記用具
▶申込み：締切 11/19 ㈫　（定員 15名）
※託児希望の方は申込みの際にお申し出ください。
問町健康子育て課　☎４２－６６４０

こあらっこ広場（すくすく計測）

▶対象：妊婦さん、お子さんとお母さん
▶場所・日時
○子育て支援センター　11/27 ㈬　12/11 ㈬
　10：00～ 11：30
○生きがい交流館　12/6 ㈮
　15：00～ 16：00
　妊婦さんやお母さんどうしの
交流・情報交換、身体測定、育児
相談などができます。子育て支援
センター会場の日にはおむつアートをご用意します。
問町健康子育て課　☎４２－６６４０

町報かわにし　28令和元年11月15日

ボランティアのみなさん
ありがとうございます！

　日本赤十字社災害義援金を受付中
　台風１９号により被災された方々に対し心より
お見舞を申し上げますとともに、義援金を受付中
ですのでご協力をお願いします。義援金は日本赤
十字社を通して全国の被災地に届けられます。
▶受付期限：令和２年３月３１日まで
▶受付方法：役場住民生活課窓口付近に設置の募
　金箱による受付
▶その他：受領証が必要な方、被災地の県を指定
　される方は町福祉介護課までお越しください。
問町福祉介護課　☎４２－６６３５

　り災証明・被災証明を発行します
　自然災害による被害を受けた場合、公的支援や
保険請求の手続きには町が発行するり災証明書・
被災証明書が必要になります。
▶り災証明書
　現在お住まいの住宅の被害程度を、町職員が現
地調査を行ったうえで証明します。
▶被災証明書
　建物や家財、塀・門、車両、農機具など、具体
的な被災状況を写真とともに申告いただき、それ
を証明します。
▶その他
　詳細は町税務会計課にお問い合わせください。
問町税務会計課　☎４２－６６２４

　町では、１０月１６日～２０日にボラン
ティアセンターを開設し、町内外の意欲ある
ボランティアの方々を受け付け、被災された
１４世帯の家屋のごみ搬出や農地の稲わら撤
去をご支援いただきました。
　お仕事などでお忙しい中、実施日の４日間
で延べ８２人にご協力いただきました。
　本当にありがとうございました。

２
時
54
分

３
時
20
分

４
時
55
分

５
時
00
分

５
時
15
分

５
時
30
分

５
時
31
分

５
時
45
分

６
時
00
分

６
時
36
分

７
時
21
分

９
時
35
分

11
時
６
分

16
時
12
分

16
時
25
分

16
時
40
分

17
時
00
分

下
黒
川（
黒
川
）・館（
高
豆

　）

は
ひ
ざ
下
ま
で
浸
水

河
内
橋
～
県
道
南
陽
川
西
線
間

冠
水

町
道
西
原
中
三
ツ
井
線
が
冠
水

で
通
行
止

西
原
（
吉
田
）
が
浸
水

坂
町
（
堀
金
）
が
浸
水

緊
急
避
難
所
へ
の
避
難
者
数
が

最
大
の
２
８
４
人
に

強
風
警
報
か
ら
強
風
注
意
報
に

切
り
替
え

日
の
出
と
と
も
に
被
害
の
全
容

が
明
ら
か
に

中
郡
緊
急
避
難
所
を
解
除

大
塚
緊
急
避
難
所
を
解
除

町
道
河
内
館
線
が
冠
水
で
通
行

止置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
が
取
り
残
さ
れ
た
下
黒
川

住
民
10
数
人
の
ボ
ー
ト
救
出
開

始西
原
（
吉
島
）
で
も
住
民
２
人

を
ボ
ー
ト
救
出

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
解
除

洪
水
警
報
か
ら
洪
水
注
意
報
に

切
り
替
え

大
雨
警
報
か
ら
大
雨
注
意
報
に

切
り
替
え

山
口
沢
川
の
決
壊
箇
所
を
発
見

犬
川
・
吉
島
緊
急
避
難
所
を
解

除避
難
勧
告
を
解
除

▲浸水した家財を外に出すボランティアのみなさん

台風１９号被害の支援事業などの最新情報は、来月以降
の町報かわにしや町ホームページでお知らせしますので、
そちらをご確認ください。

▲埋蔵文化財資料展示館跡地に災害ごみを集積した

▲浸水箇所には消毒のため消石灰を配布した

5　町報かわにし 令和元年11月15日
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川西町の人口

15,032 人（＋ 2）
男　　　7,354 人（± 0 ）
女　　　7,678 人（＋ 2 ）
世帯数　5,067 世帯（＋ 5）

※ 10 月末日現在の住民基本台帳人口

【おめでとう そして ありがとう】は、
１０月に掲載の申し込みがあった方のみ
掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載しています
ので、戸籍や住民基本台帳の表記と異な
る場合があります。

… １０月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字

齋藤儀一郎 71 堀　金
江袋よその 90 黒　川
遠藤　　稔 69 尾長島
今野　柾雄 82 上小松
舩山マツヨ 90 下小松
小林　芳子 72 上小松
佐藤　勝子 87 上小松
髙橋四四三 91 上小松
淀野　文子 85 高　山
嵐田　　功 76 上小松
奥村オフジ 83 高豆　
長澤　とよ 97 玉　庭
戸野塚良子 94 上奥田
原田　たき 95 高　山
渡邉　せつ 91 下小松

新郎　　　　　　　新婦 大字

情野　武尊 ♥ 横澤　千夏 洲　島

氏名 性別 保護者 大字

山口　和
わ か

佳 女 康幸 ・ 磨奈 上小松

髙橋穂
ほ の か

乃果 女 義孝 ・ 香代 西大塚

勝見　衣
い と

都 女 嘉之 ・ 佳奈 下小松

舟山　詩
し お ん

恩 男 祐介 ・めぐみ中小松

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ４名

ご結婚おめでとう　１組

ご冥福を祈ります

編

　後
　集

　記

　10
月
12
日
22
時
過
ぎ
か
ら
明

け
方
ま
で
災
害
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

発
信
す
る
た
め
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ

と
に
ら
め
っ
こ
、
13
日
朝
に
は

浸
水
現
場
の
取
材
へ
。「
羽
越

水
害
で
も
浸
水
し
な
か
っ
た
の

に
」
と
戸
惑
い
を
顔
に
浮
か
べ

な
が
ら
下
黒
川
住
民
は
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
自
宅
が

被
災
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
気
丈

に
救
助
活
動
を
し
た
消
防
団
員

は
、
頼
も
し
い
の
一
言
に
尽
き

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
が
一

刻
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。〈
悠
〉

お詫び
　平成２４～３０年度の自治会長報酬について、所得税の源泉徴
収に誤りがありました。自治会長の皆様にお詫び申し上げますと
ともに、内容と対応についてお知らせします。

▶徴収誤りの内容
　自治会長報酬の源泉徴収税率は、平成２５年１月支払分（平成
２４年度分）に改正されました。東日本大震災の復興財源に伴い

「復興特別所得税」が創設され、現在、３．０６３％の税率となっ
ています。
　しかし、平成２４～２９年度の自治会長報酬について、源泉徴
収税率を１０．２１％に誤って源泉徴収していました。また、平
成３０年度分（平成３１年３月支払）の報酬は、税率の誤りはあ
りませんでしたが、支払い後に事務の点検や確認を行ったとこ
ろ、算出の方法に誤りがありました。

▶徴収誤りの対象者数と影響額
　徴収誤りがあった年度は、平成２４～３０年度の７年間です。
この間に自治会長を務めていただいた方（延べ１, ０９３人）の
うち、確定申告をされて所得税が確定されている方や源泉徴収額
に誤りがなかった方には影響はありませんが、２９５名の自治会
長に対して過大に源泉を徴収していました。過大に徴収していた
額は、７年間で１０８万４４５円です。

▶対象者への返金と対応
　町では、自治会長の負担にならないよう、国に対して過誤納額
を一括して還付請求を行いました。ただし、税の還付が、法定申
告期限から５年間が更生請求ができる期間と定められています。
このため、請求が時効となる平成２４年度分（１５万２２７０円）
は、町の予算により返金を行うことにしました。
　現在、対象となる自治会長の方々に対して、個別に訪問し返金
の手続きを進めています。

▶再発防止に向けて
　今回の誤りは、報酬税率の適用区分や解釈を錯誤したもので、
課内及び関係課での確認やチェック体制が不十分で、複数年にわ
たって誤りが継続されたものです。
　本件を受けて、町長及び副町長の給与削減及び関係職員の処分
を行うとともに、再発の防止に向けて、徴収税等に関わる職員研
修や事務決裁の確認体制を徹底し、職員一人ひとりが意識を高め
公正で信頼ある事務執行に努めてまいります。

（お問合せ）町まちづくり課　　電話　４２－６６１３
　10
月
６
日
に
発
生
し
、
12
～
13
日
に
上
陸

し
た
台
風
19
号
。
強
烈
な
暴
風
が
吹
い
た
ほ

か
、
非
常
に
強
い
雨
が
日
本
を
襲
い
、
関
東

甲
信
・
静
岡
県
・
新
潟
県
・
東
北
で
は
、
各

地
で
３・
６
・
12
・
24
時
間
の
降
水
量
が
観

測
史
上
１
位
を
更
新
す
る
な
ど
、
記
録
的
な

大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　豪
雨
に
伴
い
阿
武
隈
川
（
福
島
県
～
宮
城

県
）
や
千
曲
川
（
長
野
県
）
で
は
堤
防
が
決

壊
す
る
な
ど
、
全
国
で
河
川
の
氾
濫
が
相
次

ぎ
、
流
域
の
自
治
体
で
は
人
々
の
日
常
生
活

が
脅
か
さ
れ
ま
し
た
。

　川
西
町
で
も
凄
ま
じ
い
大
雨
に
よ
っ
て
河

川
や
水
路
が
氾
濫
し
、
生
活
道
路
の
冠
水
、

建
物
や
農
作
物
の
浸
水
、
農
地
に
堆
積
し
た

稲
わ
ら
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　幸
い
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

町
内
各
地
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
に
深
い
傷

跡
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

　あ
の
日
か
ら
１
か
月
以
上
経
っ
た
今
、
町

で
は
復
旧
に
力
を
尽
く
し
、
多
く
の
人
が
早

く
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
は
、
こ
の
経
験
を
よ
り
鮮
明

に
教
訓
と
し
て
未
来
の
防
災
に
活
か
せ
る
よ

う
、
被
害
の
状
況
や
災
害
対
応
に
つ
い
て
振

り
返
り
ま
す
。

　特集

台風19号の爪痕

①

②③④

町報かわにし　2令和元年11月15日 町報かわにし　30令和元年11月15日

みんなで
食 育

　これからの季節は、体を温めてくれるスープ
や鍋ものなどの汁物がおいしい季節です。汁物
は塩分が高くなりやすいため、減塩を心がけた
いメニューでもあります。
　もう少し味を足したいとき、塩気を加えるの
ではなく、風味付けに少量の油などで「コク」
を出すと、薄味の物足りなさを補ってくれます。
　ごま油やバターなどで風味付けするほか、牛
乳などの乳製品も味に深みを出してくれます。
油が入ると料理も冷めにくくもなり、寒い季節
にはおすすめです。

料理に

コクをプラス
さつま芋と紅大豆の
ミルクスープ

✿ 材料 ＜２人分＞
○さつま芋　１／４本（５０ｇ）
○紅大豆の水煮（または大豆の水煮）　５０ｇ
○玉ねぎ　　１／３個（５０ｇ）
○ウインナー　１本　　○油　　　　小さじ１
○水　　２００ｍｌ　　○コンソメ　小さじ１
○牛乳　１５０ｍｌ　　○こしょう　少々

✿ 作り方
①さつま芋と玉ねぎ、ウインナーは１㎝角に切る。
②鍋に油を入れ、玉ねぎとウインナー炒める。
　玉ねぎがしんなりしてきたら、さつま芋と紅大豆、
　水とコンソメを加えて５分程煮る。
③牛乳を加えて温まったら、こしょうをふる。

問町健康子育て課　☎４２－６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 219kcal　 塩分相当量 1.0 ｇ　野菜 75 ｇ )

営
業
時
間

　11月
：
９
時
30
分
～
18
時

　12
月
か
ら
：
10
時
～
18
時

お
知
ら
せ

　11月
の
定
休
日
：
11
月
27
日
㈬

　臨
時
休
業
日

　：
11
月
28
日
㈭

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

―　今月の表紙　―

　子育て支援センターで
行われた「ハロウィンを
楽しもう」。センター内
は町内外から訪れた多く
の親子で埋め尽くされ、
お母さん方は可愛く仮装
したちびっ子たちをスマ
ホで撮影していました。
魔女のようなマントや帽
子を身に付けた子どもた
ちは、まさに写真映えで
した。

　11
月
に
入
り
、
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
は
新

豆
が
続
々
入
荷
中
で
す
。

　様
々
な
種
類
の
豆
が
栽
培
さ
れ
て
い
る

川
西
町
で
す
が
、
今
回
取
材
に
伺
っ
た
島

津
陽
子
さ
ん
（
吉
田
）
の
畑
で
は
、
紅
大

豆
の
収
穫
作
業
の
真
っ
最
中
。
今
年
の
紅

大
豆
は
害
虫
の
被
害
も
少
な
く
、
収
穫
量

は
平
年
並
み
で
、
色
付
き
も
よ
く
鮮
や
か

な
「
紅
」
色
の
紅
大
豆
が
収
穫
で
き
た
と

の
こ
と
で
す
。

　煮
豆
な
ど
で
新
豆
の
紅
大
豆
を
味
わ
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　新
豆
が
出
荷
さ
れ
始
め
る
こ
の
時
期
は
、

紅
大
豆
や
秘
伝
豆
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
ん

な
種
類
の
豆
が
店
頭
に
並
び
ま
す
の
で
、

新豆の季節です

減塩のコツ！

ぜ
ひ
ご
来
店
い
た

だ
き
、「
豆
の
あ

る
ま
ち 
か
わ
に

し
」
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

【写真の説明】①県道南陽川西線の下
黒川交差点付近は１２日深夜から１３
日昼まで半日ほど冠水し、一時は腰の
高さまで水が上がった　②県道口田沢
川西線の大舟地域では路肩が欠損し、
一時全面通行止めに。現在も片側交互
通行となっている　③町道新町茨虫線
も冠水し、路肩がえぐられ危険な状態
に　④中程（玉庭）では法面が崩れて
電柱の根元があらわになった　⑤西
原（吉島）では１２日深夜ころ万福寺
川の水が上がり、農業機械が水浸しに
なったところも　⑥縁側より下にやっ
と水が引いて、朝方家の中の拭き取り
を始める下黒川（犬川）住民　⑦鬼神
川も内水が上がったことで大量の稲わ
らが押し寄せた　⑧吉島地区では収穫
前の大豆が浸水。町内で１０ha が被
害を受けた　⑨林道河原沢線の法面が
崩落し、進路が阻まれた　⑩牛の餌と
なる稲発酵粗飼料が水浸しになり、多
くが流され使えなくなった

■ 建物浸水（計８６棟）
　◇半壊１棟
　◇床上浸水　住　家：２７棟
　　　　　　　非住家：２３棟
　◇床下浸水　住　家：２６棟
　　　　　　　非住家：　９棟
■ 道路
　◇通行止路線
　・路面土砂流入：県道１路線
　・路肩法面崩落：県道１路線
　・道路冠水
　　　県道２路線、町道２路線
　◇被災路線：県道　２路線
　　　　　　　町道１０路線
　◇被災林道：１０路線

■ 河川　（欠壊）
　◇山口沢川：１３箇所
　◇黒川　　：　１箇所
　◇犬川　　：　５箇所
　◇高野沢川：　２箇所
■ 農地・農業用施設
　◇水田畦畔法面崩落
　　１０箇所
　◇水路土砂流入・道路法面崩落
　　　７箇所
■ 農作物（冠水）
　◇大豆：１０. ０ha
　◇野菜：０. ７７ha
　◇果樹：０. ２０ha　
　◇水稲：３０ｔ以上

町内の被害状況 11 月 8 日現在

⑤⑥

⑦

⑧⑨⑩
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町報かわにし
№ 1186

令和元年１１月１５日

これからのメリットいっぱい！
マイナンバーカード を 作ろう
　マイナンバーカードは「身分証明書」として使えるだけでなく、本人であることを証明する「電子証明書」
が入っています。電子証明書の機能を活用し、今後は買い物や健康保険証に使用できるよう国が進めていま
す。これからのくらしを便利にしていくカードですので、ぜひ早めにご準備ください。

 ４つの申請方法

◆ 町 役 場 の 窓 口 で ◆ 自 宅 の パ ソ コ ン で◆ ス マ ー ト フ ォ ン で

デジカメなどで顔写真を撮影し、
申請用サイトに個人番号カード
交付申請書ＩＤを入力して申請
することができます。

◆ 郵 送 も で き ま す

「スマホやパソコンを使うのは
苦手」という方は、申請書に写
真を貼って申請することができ
ます。個人番号カード交付申請
書に写真を添付し氏名などを記
入のうえ、郵送で申請します。
【申請書送付先】
〒２１９－８７３２
　日本郵便株式会社 川崎東郵便局
　郵便私書箱第 2 号
　地方公共団体情報システム機構個
　人番号カード交付申請書受付セン
　ター

役場窓口にあるマイナポータル
専用端末でマイナンバーカード
の申請ができます。
個人番号カード交付申請書（通
知カードの下の部分）または運
転免許証など本人確認ができる
身分証明書を持参し窓口へお越
しください。
お一人につき２０分程かかりま
すので、時間に余裕を持ってお
越しください。
職員がお手伝いします！

スマートフォンのカメラで顔写
真を撮影し、個人番号カード交
付申請書のＱＲコードを読み
取って、簡単手軽に申請するこ
とができます。

 マイナンバーカードの「これから」  交付の際の注意点

令和２年度から（予定）

　地域の商店やインターネットで、ポイ
ントを利用して買い物ができるようにな
ります。
令和３年３月から（予定）

　健康保険証として利用できるようにな
ります。

▶個人番号カード交付申請書は、現在の住所、氏名、性
　別が記載されている最新のものが必要です。お持ちで
　ない方はお問い合わせください。
▶申請の約１か月後、自宅に受取りのご案内が届きます。
　必要な持ち物を確認のうえ、ご本人が役場にお越しく
　ださい。暗証番号を設定してお渡しします。
▶時間外受付、休日開庁日を設けています。必ずご予約
　のうえお越しください。
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！

◆町公式フェイスブック◆おめかしして ハイチーズ♪
～ ルンルン子育て広場のハロウィン ～


